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愛宕山山頂より御前塚古墳と藤塚古墳を望む

御前塚古墳 (1号墳)現況



藤塚古墳 (2号墳)周溝内小型箱式石棺出上 ,勾玉・臼玉・土師器郵

藤塚古墳 (2号墳)周溝内小型箱式石棺出土 ,勾玉 。田玉



笠間市は,茨城県のほぼ中央に位置 し,北西部には,人溝山系が,南

西部には愛宕山 。難台山・館岸 山が連な り,中央を北西部から東部に

かけて涸沼川が台地を潤す 自然豊かな地域です。また,河)|1流域や台

地上 より数多 くの埋蔵文化財が確認 されていることか ら,原始 。古代

より人々が生活を営む うえで最適の地域であったといえます。

特に今回の道路改良事業の計画地 となった岩間公民館 。図書館周

辺には,御前塚古墳・藤塚古墳を始め数多 くの古墳が所在 し,こ れ ら

の古墳の分布は,こ の地域にい くつかの勢力が存在 していた事実を う

かがわせてくれます。

本書は,御前塚古墳群 。北浦東遺跡の発掘調査の成果を収録 したも

のです。道路改良工事に伴 う調査であ りますので,限 られた部分の発

掘調査であ りますが,本書を通 して郷上の歴史に対す る理解を深め ,

ひいては教育・文化の向上の一助 として多 くの人々に広 く活用 され

ます ことを強 く願つている次第です。

最後 にな りま したが,発掘調査か ら報告書の刊行に至るまで,多大

なるご指導 。ご協力を賜 りま した関係機 関並びに各位 に対 しま して

心より感謝 申し上げます。

平成 20年 3月

御前塚古墳群発掘調査会長

笠間市教育委員会教育長

飯 島 勇



例

1.本書は ,市道改良工事に伴 う ,「 御前塚古墳群・北浦東遺跡 」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本調査は ,笠 間市教育委員会によ り行われた確認調査の結果 をもとに ,笠間市役所 岩間支所道路整備

課が開発する「市道改良工事 」の建設用地の うち ,約 540ポ を姑象に埋蔵文化財の発掘調査を実施 した。

3.現地発掘調査か ら報告書刊行 に至 る業務は ,御前塚古墳群発掘調査会 よ り依頼 を請けた株式会社 地域

文化財 コンサルタン トが笠間市教育委員会 と同調査会の指導 と協力に基づき実施 した。

4.遺跡の所在地 ,調査面積 ,調査期間 (整理調査含む)は下記の とお り。

所 在 地・茨城県笠間市泉字北浦 19561他

調査面積・540N(内 訳 調査区 1.367ポ ,調査区 2.

調査期間 。平成 19年 12月 17日 ～同年 12月 26日 整理期間

5,調査組織は下記の とお り。

一御前塚古墳群発掘調査会 ―

会 長  笠 間 市 教 育 委 員 会 教 育 長

副会長  笠間市文化財保護審議会副会長

口

71だ ,調査区 3.102皆 )

・平成 20年 1月 7日 ～同年 3月 31日

笠間市教育委員会 生涯学習課 課長

理 事           松 嶋  繁・光 野 志乃ぶ 。成 田 英 光・

―指 導 員― 茨城県埋蔵文化財保護指導員

笠 間 市 文 化 財 保 護 審 議 委 員

―事 務 局― 笠関市教育委員会 生涯学習課

6.現地調査担当者は下記のとお り。

―確認調査一 笠 間 市 文 化 財 保 護 審 議 委 員              能 島 清 光

茨城県埋蔵文化財保護指導員              川 崎 純 徳

笠間市教育委員会 生涯学習課   海老原 和 彦・海老澤 仁・川 松 祐 市

一本 調 査― 主任調査員 。(株 )地域文化財 コンサルタン ト調査研究部課長  齋 藤  洋

調 査 員 。(株 )地域文化財 コンサルタン ト 調 査 研 究 部  小 )‖ 将 之

調 査 員 。(株 )地域文化財コンサルタン ト 調 査 研 究 部  野 村 浩 史

7.写真撮影担当者は下記のとお り。

―現場調査― 小川将之・野村浩史  ―整理調査― 野村浩史

8.本書の執筆 と編集は ,齋藤 洋が総括 した。執筆分担 と文責は下記のとお り。

第 1章 .第 1節 笠間市教育委員会 。第 1章 .第 2節第 2・ 3項 小川将之 。第 3節 野村浩史 ,

第 2章 。第 3章・第 4章 齋藤 洋

9.出土遺物及び写真 。原図等の資料全般は笠間市教育委員会が保管 している。

10.発掘調査及び報告書作成に際 し下記の諸機関・諸氏よりご指導 ,ご協力を賜つた。

御芳名を記 して感謝申し上げる。 (順不同 ,敬称略 )

茨城県教育庁文化課 笠間市教育委員会 笠間市立岩間公民館 帥海老重建設 爛中建設印藩支店

川崎純徳 能島清光 後藤一成 鈴木利通 川 口武彦 星野保則 松川由次 間宮正光 折原洋一

土生朗治 芦田和義 戸村真之 浅野泰三 笠井宏悦 大賀 健 宮内友行  日沖剛史 近江屋成陽

松田 晶 小川浩樹 青木紀彦 武田俊哉 会沢秀人 浅野博三

11.現地調査及び整理調査にて御尽力を賜った諸氏は下記のとお り。心より御礼申し上げる。 (順不同 )

深山恒男 槙 勝雄 川村理華 山本清三 中島秀雄 中島とみこ 海老原龍男 中村 薫

北原 隆 鈴木正弘 岡本修一 藤井陽子 田口るみ子 田沼康子

飯 島

島 田

小 坂

川 崎

川 崎

能 島

勇

榮

浩

史 子

純 徳

清 光
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第 1章 .調査に至る経緯 と調査方法

第 1節 調査に至る経緯

平成 18年 10月 23日 ,笠間市役所岩間支所道路整備課は ,笠間市教育委員会教育長に対 して ,笠間市泉宇

北浦地内において計画されている市道改良工事における埋蔵文化財の所在の有無とその取 り扱いについて照会

した。これを受けて笠間市教育委員会は ,水戸教育事務所の茨城県埋蔵文化財指導員である川崎純徳氏に調査

を依頼 し,H月 27日 に現地踏査を行い ,12月 5日 に試掘調査を実施 した。

事業計画地は ,当初遺跡配 08・ 322・ 105御前塚古墳群の範囲内であることから試掘調査を実施 したが ,御

前塚 2号墳 (藤塚古墳)に隣接 している2基の小古墳脇に設定した トレンチから,竪穴状の遺構の一部と弥生

後期の土器片 1片が出土した。

笠間市教育委員会は ,12月 20日 に川崎純徳氏に依頼 し,遺跡分布調査を実施。御前塚古墳群に新たな古墳

が 3基発見されたこと,ま た ,遺跡範囲の南側から土器片 ,小古墳周辺に弥生後期の土器片が若干認められた

ことから,平成 19年 1月 17日 ,遺跡発見通知を茨城県教育委員会へ提出し,新たに 「御前塚 7号墳・8号墳。

9号墳」と「北浦東遺跡Jが認定された。

平成 19年 3月 6日 ,笠間市教育委員会は ,再度川崎純徳氏に試掘調査を依頼 し実施 したところ ,御前塚 1

号墳 (御前塚古墳)の周溝を確認 したため ,3月 9日 ,岩間支所道路整備課あてに事業計画地内に御前塚古墳

群並びに北浦東遺跡が所在する旨を回答 した。

岩間支所道路整備課は ,茨城県教育委員会教育長に対 して ,平成 19年 3月 12日 付けで御前塚古墳群並びに

北浦東遺跡について文化財保護法 94条第 1項の規定に基づき ,土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘調

査について通知 した。茨城県教育委員会教育長は現状保存が困難であることから.記録保存のための発掘調査

が必要と判断し,平成 19年 5月 14日 付けで工事着手前に発掘調査を実施するよう通知 した。

これを受けて ,笠 間市教育委員会は生涯学習課に 「御前塚古墳群発掘調査会」を設立 し,平成 19年 11月

16日 付けで文化財保護法第 92条 第 1項の規定による発掘調査届け出を茨城県教育委員会へ提出 ,川 崎純徳氏

と笠間市文化財保護審議委員である能島清光氏を指導委員 として 12月 17日 より発掘調査を実施することと

なった。

第 1図 調査区の位置

-1-

黒塗 り部分が今回の調査区



第 2節 調査方法

第 1項 試掘調査

試掘調査は ,市道改良工事の範囲に対 して合計で 8本の トレンチを設定 し遺構の有無の確認を行つた。

調査の方法は ,表上の掘削 ,除去には小型重機を使用し,遺構確認面では人力による精査を試み遺構の検出

に努めた。設定した トレンチの内訳は ,茨城県教育委員会の指導に基づき ,1号墳 (御前塚 )の周溝の存在を

確認する為にAト レンチ・Eト レンチ (北側 )。 Fト レンチを設定。 2号墳 (藤塚 )の周溝を確認する為にB

トレンチ・ Eト レンチ (南側 )・ Eト レンチ 2を設定。 7号墳の周溝を確認する為にCト レンチ・Gト レンチ

を設定。8号墳の周溝を確認する為にDト レンチを設定し調査に望んだ。結果 ,1号墳 (御前塚 ),2号墳 (藤

塚 ),7号墳 ,8号墳 ともに周溝の存在が明らかになるとともに ,7号墳に設定 したCト レンチでは ,竪穴状

の遺構の一部も検出する事が出来た。今回の試掘調査によって得 られた遺物は希薄で ,7号墳に設定 したCト

レンチより出土した ,弥生時代後期のものと考えられる土器細片が 1点のみであり,古墳に由来するであろう

埴輪片などの遺物の出土は叶わなかった。下図は トレンチの設定状況を示 した全体測量図である。

1号墳

半 Eト レンチ

/“

Eト レンチ2′少Zん
/

Bト レンラ

□ □

Dト レンチ i

網掛け部分はトレンチより検出された遺構 妄万扇デ

第 2図  トレンチ設定図

第 2項 本調査

本調査は ,試掘調査の成果を踏まえ ,市道改真工事の範囲である 540だ が対象 となる。発掘調査に先立ち ,

中型の重機を用いて遺構確認面までの表土除去を行い ,その後 ,GPS機器による測量を実施 し,調査区内に公

共座標を設置 した。当該地の一部は近隣住民の生活道路に接 している為 ,通行の支障にならないよう遺構の検

出を行 う範囲を分割 し,その分割 した範囲の一箇所の記録保存を行つたのち埋め戻 し,次の調査に移行する体

制をとつた。また ,調査の最後には ,公共座標を使用 した測量士による御前塚古墳の墳丘測量も実施 した。

-2-



網掛け部分は調査区

0      10m

―(1/800)

第 3図 調査区設定図

第 3項 整理調査

整理調査は爛地域文化財コンサルタン ト東葛整理室にて

行つた。

遺物は洗浄・注記・接合 を行い ,接合 したが強度が弱い遺

物に対 しては必要な補強を施 した。

遺構写真はアルバムに収め,必要事項を写真台帳に記載 した。

遺構実測図はグラフィックソフ トを使用 して編集 し ,遺物

実測図は製図ペ ンにて トレースを行つた実測図をグラフィッ

クソフ トで編集 した。

報告書の作成は DTPソ フ トウェアを用い各資料を集成 したの

ち ,刊行に至った。
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第 3節 現場調査 と整理調査の経過 鰯査日誌抜粋)

第 1項 現場調査

平成 19年 12月

14日   本 日より御前塚古墳群・北浦東遺跡の調査を開始する。重機の搬入を行い ,フ ェンス撤去など表土

除去作業のための準備 を開始する。

日  調査区 3か ら表土除去作業を開始する。同時に基準 ≧なるグリッ ト杭の設定を行 う。

日  本 日より調査区 2の調査を開始す る。遺構プラン検出のための精査を行い ,調査区南側に遺構を確

認 し掘削作業を開始する。土層断面の記録 ,写真撮影 ,平面図の作成を行 う。調査区 2は道路に隣接

しているため ,安全上の配慮か ら調査終了≧同時に埋め戻 しを行い ,調査が完了す る。調査区 3のプ

ラン確認のための精査を行 う。 7号墳 。8号墳の周溝 ,住居跡 2軒 ,土坑 1基 を確認する。 白線を引

き ,プラン全景の写真撮影を行 う。 7号墳の周溝から掘削を開始する。掘削の過程で土坑を 1基確認

す る (2号土坑 )。 7号墳・ 8号墳の掘削が完了す る。 1号住居跡 。2号住居跡の掘削を開始する◎

2号住居跡からは炉跡が確認 される。

19日   1号 住居跡 。2号住居跡の掘削が完了する。調査区 3の全景写真撮影を行い ,平面図の記録作業を

行 う。調査区 1のプラン確認のための精査を行 う。

20日  調査区の範囲が限られているため ,1号墳の周溝の範囲をより明確にする目的で ,墳丘の南側に トレ

ンチを入れる。 トレンチ内の北側 ,中央 ,南側にサブ トレンチを入れて ,周溝の形状を調査する。そ

れぞれの土層断面の記録 ,写真撮影 ,平面図の作成を行 う。トレンチはグラン ドに隣接 しているため ,

安全上の配慮から調査終了と同時に埋め戻 し,調査が完了する。調査区 1の 1号墳 。2号墳の周溝の

掘削を開始する。

21日   1号 墳 。2号墳の周溝の掘削が完了する。 2号墳の周溝の底部より新たな土坑のプランが確認 され

る (3号土坑)。 各周溝の清掃作業の後 ,土層断面 ,完掘全景の写真撮影を行 う。各周溝の土層断面

の記録作業を行つた後 ,平面図の作成を行 う。

22日   3号 土坑の掘削を開始する。確認面から数センチで石材が出土する。石棺 と思われる。

25日   引き続き 3号土坑の調査を行 う。石棺を残 した状態で ,土坑の土層断面の記録作業を行 う。土坑の

覆土を除去した後 ,石棺の平面図 ,見通 し図の作成を行 う。図面作成の後 ,石棺の上蓋の撤去を行 う。

石棺内部は覆土が混入 しているため土層断面の確認作業を行 う。掘削の過程で土師器の郭が 2点重な

り合って出土する。邦の周辺より多数の日玉が出土したため ,覆上の掘削作業を慎重に行 う。取 り除

いた覆土はすべて袋に入れて回収する。

26日   引き続き 3号土坑の調査を行 う。石棺内部の/1F― 上の土層断面の記録作業を行 う。写真撮影の後 ,引

き続き掘削作業を慎重に行 う。覆土を除去 した後 ,遺物出土状況の写真撮影 と,遺物微細図の作成を

行 う。調査区の土層堆積状況を確認するためテス トピットを調査区 1に設定し,掘削を開始する。

27日   3号 土坑内箱式石棺の遺物の点上げ作業を行 う。不の下部より勾玉が 1点出土する。改めて写真撮影 ,

記録作業を行 う。点上げ作業が完了した後 ,石棺の完掘写真撮影 ,平面図の作成を行 う。図面作成の

後 ,石棺の解体作業を開始する。後 日,石棺の復元を可能にするため ,各石材の位置を克明に記録 し

ながら解体作業を行 う。調査区 1に設定したテス トピットの土層堆積状況の記録作業を行 う。本年の

調査は本 日をもつて終了する。
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平成 20年 1月

4日   本 日より現場調査を再開する。小型箱式石棺解体後の 3号土坑の完掘写真撮影 と平面図の作成を行 う。

調査区 1の全景写真撮影を行い終了確認をうける。現場備品と機材の撤去を行 う。本 日をもつて御前

塚古墳群・北浦東遺跡の現場調査を終了する。

第 2項 整理調 査

平成 20年 1月

7日   本 日より出土遺物の洗浄作業を開始する。

9日  洗浄作業が完了し、注記作業を開始する。

H日   注記作業を完了する。業務の都合により作業を

一時中断する。

同年 2月

4日   本 日より整理作業を再開する。遺物の接合作業

を開始する。

日  遺構原稿の執筆、遺構図面の修正を進める。

日  遺物の実浪↓作業を開始する。

日  発掘時に撮影 したネガフィルム及びデジタルカ

メラデータの整理作業を開始する。

日  実測作業が終了した遺物から観察表の作成を開

始する。

20日   遺物の トレース作業を開始する。引き続き原稿

の執筆作業も継続する。

28日   遺物写真の撮影を開始する。撮影は整理室に付

設の専用スタジオにて実施する。

同年 3月

7日   遺構のデジタル トレースを開始する。グラフィン

クソフ トにて入稿用の版組 レイアウトの作成を開

始する。

15日   DTPソ フ トにて原稿、 トレース図の編集作業を

イ〒う。

28日 編集作業が完了しデータを入稿する。本 日をもつ

て御前塚古墳群・北浦東遺跡の整理作業のすべて

の工程を完了する。

―
懲
亀
盈
錘
錘
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第 2章 遺跡の位置 と環境

第 1節 位置的環境

現在の笠間市は ,平成 18年 に実施 された旧笠間市 。旧友部町・ 旧岩間町 との市町村合併によつて再編 さ

れた地方 自治体であ り,合併後の住民人 口は約 80,500人 を数 える。市域の総面積は ,240.25kだ (旧笠間市

131.61kだ ,旧 友部町 58.71kポ ,旧岩間町 49。 93kだ)で ,区域は ,東西約 20 k m,南 北約 25 kmで構成

され ,北部は栃木県 ,西部は桜川市に ,東部は水戸市 ,茨城町 ,南部は石岡市 ,小美玉市 と隣接する。今回発

掘調査を実施 した当該地は旧岩間町に属 してお り,茨城県のほぼ中央部に位置する。 旧岩間町の地勢は ,西側

に阿武隈山系に連なる標高 306mの愛宕山がシンボル としてそびえ ,そ こか ら延びる難台山・館岸山等の山地

と ,河川流域の樹枝状の沖積地 ,更にその間に展開する洪積台地によつて成 り立ってお り,山 地より東側はほ

ぼ平坦な沖積平野 となる。愛宕山庵か ら流出する清流は北側で涸沼川へ ,南側では巴川 となつて旧町域を限つ

ている。愛宕山は山嶽信仰の霊山で ,そ の開山は大同元年 (806年 )と 極めて古 く ,古来 より多 くの人々の信

仰を集めていた。現在では山頂部には愛宕神社が祭 られてお り,火迦具土命を主祭神 とした火防の神 としてそ

の名が知 られている。そ して ,本社裏に祭 られている境外社飯綱神社の悪態祭 (悪退祭 )は関東奇祭の一つに

も数えられている。また ,愛宕 山周辺の山々も霊山として崇められてお り,延喜式々内社の羽柴山神社や ,西

寺 ,安国寺等 ,由 緒ある社寺仏閣も建て られている。「御前塚古墳・北浦東遺跡 Jの所在する市内泉宇北浦地

区は ,愛宕 山東麓に位置 し ,桜川の支流北側に広がる標高約 38m～ 40mの 平坦な台地である。至近には 」R常

磐線の岩間駅が ,近隣には常磐 自動車道路の岩間 ICも 所在す る事か ら交通の便 も良く ,生活環境は充実 して

いる。付近の景観は大型の和風住宅 ≧長閑な田園風景が融合 した閑静な件まいである。

第 2節 歴史的環境

『茨城県遺跡地図 (地名表編 )』 (平成 13年 3月  茨城県教育委員会発行 )に掲載 されている笠間市全体の

周知の遺跡数は 434箇 所である。その うち ,旧岩問町内に所在する周知の遺跡数は 171箇所を数える。旧岩聞

町内の遺跡分布状況を見ると ,2つ の河川に面 した台地縁辺部に所在するものが多く ,特に涸沼川流域に集中

して分布する傾向が強い。 これは近世の村落か ら継続 して営まれている≧思われる現在の集落の分布を見ても

同じ状況を示 してお り,古代か ら現代に至るまで ,水利の便に伴つた分布が差ほど変わらない事が分か り興味

深い結果となっている。『御前塚古墳・北浦東遺跡』の所在する北浦地区周辺では ,泉十二塚遺跡・泉仲村遺

跡・厳鳥神社北遺跡 (以上縄文早期 )や ,古宿遺跡 (縄文中期 ),ま た ,泉仲村遺跡・神本遺跡 。泉巴川遺跡・

石塚神根遺跡 (以上弥生後期 )等の古い時代の遺跡の所在も明らか≧なっている。旧岩間町内には今回発掘調

査を行つた御前塚古墳群以外にも多数の古墳群が所在する。主な古墳群 として ,市野谷の北側に広がる微高地

上に分布する三子塚古墳群 (1～ 3号墳 ),涸 沼川南岸に位置する下安居地区に分布する下安居古墳群 (1～

4号墳 ),下安居古墳群から涸沼川に沿つて遡つた ,上安居地区の微高地上に分布する塚原古墳群 (1～ 6号

墳 ),涸 沼川の南岸に位置する土師地区の台地上に分布する高墨古墳群 (1～ 7号墳 ),随光寺川の北岸にあた

る花園地区の台地上に分布する花園古墳群 (1～ 21号墳 ),花 園古墳群の北側に位置する堂山地区に分布する

堂山古墳群 (1～ 6号墳 )の 6箇所が確認 されている。これらの古墳の中には ,構築時期や性格が不明なもの

も多いが ,出土遺物から5世紀代～ 7世紀代前半までに属すると考えられる古墳も確認されている。古墳時代

になると,全国的に豪族による統治が始まると共に,村単位の集落が発展して行き,後 に国や郡が成立してゅく。

現在の茨城県もその例外では無く,大和朝廷の勢力は笠間地方にも及び ,旧笠間市は常陸国新治郡 ,旧友部町

は常陸国那珂郡及び茨城郡 ,旧岩間町は茨城郡に属 していた≧考えられている。
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(1/25,000)

第 4図 遺跡位置図
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第 3節 周辺の遺跡

表 -1 御前塚古墳群・北浦東遺跡周辺遺跡一覧表

番 号 遺跡名 番 号 遺跡名

H手代

旧
棚

縄 文 古 Irl 十日

石器
縄 文 弥 生 古墳

O ○ O O O
〇 〇 O O O

∬本池西遭跡 ○ �野谷束遺跡 O

O 小島西遺跡 O ○

O ○ O
泉十三塚遺跡 向原市遺跡 ○

古宿池北遺跡 O 仲窪遺跡 O ○

O O O
人坂神社北遺跡 O 束浦古墳群

神元遺跡 O O O O O
O ○ O 西薬遺跡 O O

房沼遺跡 O 参 り坂遺bJt

泉平選跡 O O 大網前遺跡 O O O
O O O O O ○ O

山王塚古墳 大根沢進跡

O ○ O O 贋畑遺跡 ○ O

○ O O
龍泉院境内遺跡 ○ 城 kIH塚

O 随光寺遺跡 ○ O O
福 島西窒遺跡 O O O O
息栖44社境内避跡 ○ 長堤遺跡 O
福 lt束原遺跡 O 機関南選跡 O ○ ○

〇 〇 O ○

石塚神根遺跡 O 新渡戸遺跡 O
北浦避跡 O 原進跡 O O O

O O
占市巴川遺跡 O O 愛宕神社経塚 ○

0                                  1000m

(1/25,000)

第 5図 周辺の遺跡分布図

-8-



+3号
土坑  +

2号墳周溝

調査区 1 と号墳周溝

調査区3
0  +

8号墳周溝 調査区2

7号墳周溝

轟 居跡  2号住居跡

0                10m

―

(1/500)

第 6図 御前塚古墳群・北浦東遺跡遺構全体図
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第 3章 検出された遺構 と遺物

第 1節 遺構と遺物の概要

今回の発掘調査によつて検出された遺構は ,弥生時代後期のもの≧考えられる竪束住居跡が 2軒 ,各古墳の

周溝の一部 (御前塚古墳・藤塚古墳 。7号墳・ 8号墳 ),並 びに ,藤塚古墳の周溝底部より検出の小型箱式石

棺 (墓 )が 1基 ,7号墳周溝内より検出された中世の所産であると考えられる土坑が 1基 ,時期 ,用途が不明

の土坑が 1基である。調査範囲は全測図に示 した通 り,市道改良工事を実際に施行する鍵の手状に延びる限ら

れた狭い範囲である為 ,各遺構の全容を把握するには及ばない。 しかし,公民館館長である鈴木利通氏の御協

力を賜 り,現在 ,ゲー トボール場として機能 しているグラン ド横にも ,御前塚古墳の墳丘≧直交した形で トレ

ンチを設定し調査を実施する事が叶つた。この結果 ,御前塚古墳の周溝の幅員 と遺構確認面からの深度が明ら

かとなり,公共座標に乗せて記録保存する事が出来た。今回出土した主な遺物は,7号墳周溝横より検出した ,

弥生時代後期のものと考えられる住居跡から出土の土器片が 12点 と,藤塚古墳の周溝底部に構築された小型

箱式石棺内より出土した ,完形の上師器の郵が 2点 ,滑石製の勾玉 1点 ,及び臼玉 269点 である。また ,7号

墳周溝内より検出の 2号土坑内からも墨書が施された完形の「かわらけ」が 2個体出土している。その他では ,

御前塚古墳の周溝/1C土 中より,円筒埴輪の破片が H3点 ≧,石器が 3点出土している。以下は遺構番号を追つ

て記 した調査成果の報告である。

第 1項 住居跡

1号住居跡 (写真 1,第 7図 )

写真 1 ¬号住居跡 全景 南東から

本住居跡は調査区の東側に走る市道側 より検出された。遺構の殆 どは調査区外西側へ と延びる。確認 し得た

遺構の平面規模は,長軸が4.74m,短 軸が 1,34mで ,遺構確認面か ら床面 (底部)ま での深 さは概ね 0.54mを 測る。

遺構の平面形状は方形を呈するもの と推沢Jさ れ ,確認 し得た遺構覆土は黒褐色土を主体 とす る単層で締ま りは

無い。遺構内よリピッ トも 1基検出しているが ,本遺構に伴 うものであるかは不明である。出土遺物は ,ほぼ

床面 と考えられる位置より出土 した弥生時代後期の所産であろう土器片が 1点である。また ,試掘調査時にも

同時期の土器片が数点出土 しているとい う。遺構 も薄 く ,遺物資料 も希薄の為 ,帰属年代の特定は困難である

が ,出土遺物の形式学的特徴を踏まえた上で ,弥生時代後期に属する住居跡である可能性を示唆 したい。

-10-



1 10YR 3/2 黒褐色 ローム少。
2.10YR 3/8 暗褐色 ローム中。
3 10YR 3/3 暗褐色 ローム少。
4.10YR 4/4 褐色  ローム多。

第 7図  1号住居跡実測図

0         1m

―

(1/60)

2号住居跡 (写真 2,第 8図 ,表 -2)

本住居跡 も調査区の東側に走る市道側から検出されている。先述の 1号住居跡より北側 9m先 に位置する。

確認 し得た遺構の平面規模は長軸が 3.84m,短軸が 1.96mで ,遺構確認面から床面までの深 さは0.05mを測る。

遺構の東側 と西側は調査区外へと延びる為 ,全容は明らかとはなつていないが ,遺構の平面形状は方形を呈す

るものと推測される。床面では顕著な赤色還元を受けた地床炉も 1基検出している。柱痕 と考えられるピット

類の検出は無い。遺物は遺構覆土中より,弥生時代後期のものと思われる壷類の胴部破片が 1点のみ出土して

いる。 1号住居跡同様に ,検証資料が乏しく帰属年代の特定は難 しい。 しかし,出土遺物が本遺構に伴 うもの

ならば ,形式学的特徴から弥生時代後期に属する可能性が考えられる。

写真 2 2号住居跡 全景 南から
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Ｌ
．
　

―

キ

‐

コ

試 掘

生
L=4100m

黒褐色 ローム少。
暗褐色 ローム中。

0         1m

―

(1/60)

第 3図  2号住居跡実測図

第 2項 古 墳 の周 溝

御前塚古墳 (1号墳)周溝 (写真 3～ 7,第 9～ 11図 ,表 -4)

今回の本調査では ,限 られた調査範囲ではあつたが ,周溝外側の立ち上がりを 3箇所で ,周溝内側の立ち上

がりを 1箇所で確認する事が出来た。この事により,古墳本体を環状に囲む周溝の形状と,幅員等の規模の一

端が明らかとなった。掘削場所により若干の違いはあるが ,概ね現地表面より0.90m～ 1.24mの 深 さで周溝の

確認面に到達する。この確認面から周溝底面までの深 さは ,現代の攪乱が深く入 り込む箇所も多く一定ではな

い。今回の調査によつて計測 した数値の幅は 6.86～ 15.40mで ある。この周溝の底面はほぼ平坦で ,ピ ットな

どの痕跡は認められない。底面から周溝外側のラインに向けては緩やかに立ち上がってゆく様相を呈す。

写真 3 御前塚古墳 (1号墳)周溝 全景 (1)東から
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周溝の覆土は全体的に鹿沼土の大～少ブロックが大量に混入する暗褐色土が主体となる。以上の事由から水

捌けが良く締ま りは弱い。また ,公民館館長の善意と御協力により掘削調査が可能 ≧なつた ,調査区東側のグ

ラウンド内に設定した第 1号 トレンチ (以下 1ト レと省略 )では ,墳丘と直交する位置にて ,周溝の外側の立

ち上がリラインと,内側の立ち上がリラインを検出する事が出来た。 さらにこの 1ト レ内の 3箇所にサブ トレ

ンチを設定し,周溝の確認面から底面までの深さと立ち上がりの形状の把握に努めた。この結果 ,1ト レにて

確認 し得た周溝の規模は ,幅員が 16mで ,確認面から周溝の底面までの深さは最深部で 0.6 Jfnを測る事が判明

した。これらの調査成果については ,第 4章の総括の中で詳細を纏めているので参照して頂きたい。

写真4 御前塚古墳 (刊 号墳)周溝 全景 (2)西から 写真5 御前塚古墳 (1号墳)周溝 土層断面 (1)南から

写真6 御前塚古墳 (刊 号墳)周溝 土層断面 (2)東から 写真 7 御前塚古墳 (司 号墳)周清 作業風景

半

C

褐色土   ローム粒多。
黒褐色土  ローム粒多。
褐色土
明黄褐色上 鹿沼土ブロック多。黒褐色土粒中。
褐色土   ローム粒多。粘性強。

6  7 5YR 4/4  詔島てヨ」L
7 7 5YR 4/6 褐色土
8 10YR 3/2 黒褐色土
9 10YR 3/1 黒褐色上
10 10YR 3/3 暗褐色土

0

ローム粒多。粘性強
ローム粒多。粘性強
ローム粒多。
ローム粒・ブロック多。締り強。
ローム粒・ブロック多。

5m

第9図 御前塚古墳 (1号墳)周溝実測図 (1)  (1/100)
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縮
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」

1

2

3.

4,

5

6.

7

8.

9.

10.

7.5YR 4/3褐 色土   コーム粒多。
10YR 3/2 黒褐色土  ローム粒多。
7.5強 4/3褐色上

#島 影:霧査呈

'土

唇狙女遷芽盈在払黒
褐色土粒中。

7 5YR 4/4 褐色上   ローム粒多。活性強
7 5YR 4/6 褐色土   コーム粒多。粘1生強
10YR 3/2 黒褐色上  ローム粒多。
10YR 3/1 -黒褐色上  ローム粒・ブロック多。締り氏
10YR 3/3 暗褐色土  ローム粒・ブロック多。

0                                  5m

(1/100)

第 10図 御前塚古墳 (1号墳)周溝実測図 (2)
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7.5YR 4/3
lllYR 3/2
7 5YR 4/3.

10YR 6/7
7 5YR 4/5
715YR 4/4
7,YR 4/6
10YR 3/2
10VR  3/1
10YR 3/3

褐色上
黒褐色土
褐色土
明黄掲色上
褐色上
褐色土
褐色上
黒褐色土
黒褐色土
暗褐色上

ローム粒多。
ローム粒多。

鹿沼上ブロック多。黒褐色土粒中。

ここ1会経多:簿桂藍
ローム粒多。粘性強
ローム粒多。
ローム粒・ブロック多。締 り礁
ローム粒・ブロック多b

Ｖ／

0                                  5m

(1/100)

第 11図 御前塚古壌 (1号墳)周溝実測図 C3)

＼

ヽ
／
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藤塚古墳 (2号墳)周溝 (写真 8・ 9,第 12図 )

本周溝は ,調査区南西側に所在する既存の市道 との接続部付近にて検出された。現地表面から周溝の確認面

までは約 0.4mで あり,その確認面より周溝の底面までの深 さは最深部で約 0.73mを測る。遺構の覆土は鹿沼

土の大～小ブロックが多量に混入する褐色土が主体で締まりは無い。確認 し得た周溝の底面は平坦で ,同調査

区の北東側にて検出した周溝外側のラインに向かい極緩やかに立ち上がる。覆土中及び底面からの遺物の出土

は無い。この周溝の外側ラインの北東 3.3m先 には ,御前塚古墳の周溝の外側ラインがあり,双方の古墳が近

接 して構築されていた事が明らか≧なる。また ,本周溝の底部からは ,本節第 3項 と第 4章総括の中で記述 し

ている小型箱式石棺の検出もある。

写真 8 藤塚古墳 (2号墳)周溝 全景 (1)】しから

写真9 藤塚古墳 (2号境)周溝 全景 (2)Jと東から
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1

2,

3.

4.

5.

6_

7.5VR 4/3

10YR  3/2
7.8VR 4/3

10YR 6/7
7.5YR 4/5

7.5YR 4/4

褐色土
黒褐色土
褐色土
明黄褐色土
褐色土
褐色土

ローム粒多。
百―ム粒多。

鹿沼土ブロック多。黒褥色上粒中。
ローム粧多。粘性強
口‐ム粒多。粘性強

0                                 5m

O海 00)

第12図 藤塚古墳 (2号墳)周溝実測図
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7号墳周溝 (写真 10,第 13図 )

写真 10 7号墳周溝 全景 東から

本周溝は調査区の南側境界付近に位置 し ,先述の 1号住居跡 と第 4項で記述す る 2号土坑 と切 り合いなが ら

検出された。切 り合い関係の新旧は ,覆土の観察により1号住居跡が本遺構 よりも古 く,2号土坑が新 しい事

が判明 している。現地表面か ら遺構確認面までは約 0.6mで ,その確認面より周溝底面までの深 さは 0,30mを

測る。また ,一部ではあるが周溝外側のラインと周溝内側のライン双方を検出する事が出来た。 この調査成果

により,本周溝の幅員は 20mを測 る事が明 らか となる。遺構の底面はほぼ平坦で ,周 溝の両端に向かい緩や

かに立ち上がり,断面形状は浅い皿状を呈す。遺構覆土 ,底面からの遺物の出土は無い。
A L=4100m

B  L‐40 70m

黒褐色土

晴褐色土

褐色土

にぶい褐色土

にぶい掲色土

6 10YR 4/3

7  10YR 5/8

8  10YR 4/3

9  10YR 4/3

1号住居plF

にぶい褐色上 ローム 鹿沼土粒少。

黒掲色上  ローム 鹿沼土粒少。

第 13図  フ号墳周溝実測図

にぶい黄褐色 上  ローム 庭沼土粒少。

にぶい黄褐色土  ローム粒微。

2弓 上坑11 10YR 3/2

]2 10YR 3/3

19  10YR 3/4

14  10YR 5/6

c  L=40 70m    c´

ローム 鹿沼上粒少。

ローム 鹿沼土粒少。

ローム 鹿沼上位少。

ローム 施沼
=L粒

多。

解掲色十

暗褐色上

1音褐色土

黄褐色土

―
(1/60)

10YR 3/2

10YR 3/3

10YR 4/3

10YR 4/6
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8号墳周溝 (写真 11～ 13,第 14図 )

写真 11 8号墳周溝 全景 (1)】ヒから

本周溝は ,先述の 2号住居跡の北方向 9,4m先 に位置する。今回検出されたのは周清の外側の立ち上が りと

底部の一部であり,遺構の殆どは調査区外の西側へ延びるものと思われる。遺構の覆土は褐色土を主体とする

3層からなり,やや締まる。確認 し得た範囲での周溝底面は平坦で ,外側に向かい緩やかに立ち上がる。後世

に若千の削平は受けていると思われるが ,壁セクションでの断面形状は薄い皿状を呈す。覆土中 ,及び底面か

らの遺物の出土は無い。

写真 12 8号墳周溝 全景 (2)南から 写真 13 8号墳周溝 土層断面 東から

業
雌

A  L=41 00m

-19-

10YR 3/2 黒褐色 ローム斑紋状中。
10YR 4/3 にぶい黄褐色 ローム多。

0         1m

―

(1/60)

第 14図  8号墳周溝実測図



第 3項 古 墳 時代 の土 坑

小型箱式石棺 の掘 り方 (旧 3号土坑)(写真 14～ 20,第 15図 ,表 -5～ 13)

本遺構は ,調査区南西側の端部に位置 し,藤塚古墳の周溝底面の精査時に検出された土坑である。遺構プラ

ンの検出段階では,確認面には砕石が散 り,プラン内の覆土は鹿沼土,及びロームブロックが多量に混入する ,

一見する≧現代の攪乱とも取れる荒れた様相を呈していた。 しかし,写真撮影の為に精緻な清掃を行っていた

際,土坑プラン内の覆土より小型箱式石棺の蓋石が出土した為 ,こ の土坑は石棺を埋納する為に掘削された「掘

り方」であると判断 し,急返 ,墓跡に則 した調査方法に切 り替え調査を進めた。確認面での掘 り方の平面形状

は不整な楕円形を呈 し,長軸が 1.73m,短軸が 1.05mを 測 り,長軸の延長は東西方向を指す。 この小型箱式石

棺の蓋石は ,掘 り方の確認面より5 cm下 方にて完全に姿を現す。検出時の状況は ,撥形の大きな板状の石材が

主となり石棺を塞ぎ ,さ らに隙間を埋める様に 3枚の小さな石材が組み付けられていた。また ,こ の石棺側壁

と蓋石 ,及び全体を構成する小さな石材 と石材の隙間にはしつかりと粘土も充填 されている。これ らの状況

は ,こ の箱式石棺が後世の人々の手にかかる事無く,現在まで密閉されたままの状態を無持 していた事も無理

なく想定出来よう。この石棺内部から出土した遺物は ,完形の上師器邦が 2点 と,滑石製の勾玉が 1点 ,日 玉

が 269点である。このうち ,上師器杯の 1点には赤彩が施される。

この小型箱式石棺の調査方法と構造 ,出土遺物については ,第 4章総括の中で詳細に纏めている。

写真 14 掘 り方 完掘状況 西から

写真 15 石棺 西から
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写真 16 蓋石検出状況 東から
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生 L=4020m

掘 り方及び石棺内覆土 土層説明

1 10YR 4/4 褐色土 ローム粒多。鹿沼土粒 ,

ブロック少。粘性強。

2 10釈 4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒多。粘性強。

3 10YR 4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒多。

4 10YR 4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒多。

5 10YR 4/4 褐色土     ローム粒多。鹿沼土粒 ,ブ ロック中。

6 10YR 4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒多。灰黄褐色土中。

7 10YR 4/2 灰黄褐色土   ローム粒多。鹿沼土粒 ,ブ ロンク中。

灰黄褐色土多。

8 25Y7/1 灰 白色粘上   石棺片少。

9 10YR 4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒多。

Ａ
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第 15図  石棺実測図
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写真 17 掘り方 土層断面 南から
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写真 18 石棺内遺物出土状況 南西から



写真 19 石棺内 遺物出土状況近景 西から

写真 20 石棺内 遺物出土状況 (勾玉)

- 22 -



第 4項 中世の土坑

2号土坑 (写真 21・ 22・ 66,第 16図 ,表 14)

写真 21 2号土坑 全景 西から

半

写真 22 2号土坑 遺物出土状況 西から

L=40 00m A
10YR 3/2 黒褐色上 ローム・鹿沼土粒少。
10YR 3/3 暗褐色上 ローム・鹿沼上粒少。
10YR 3/4 暗褐色上 ローム・鹿沼上粒少。
10YR 5/6 黄褐色上 ローム・鹿沼土粒多。

lm

7号墳周溝覆上

0

(1/40)

第 16図  2号土坑実測図

本遺構は ,7号墳の周溝内より検出された。調査区内で確認 し得た遺構の規模は ,長軸が 0.60mで短軸が

0.28mを測る。遺構確認面から土坑底部までの深 さは 0.04mと 浅い。遺構の殆 どが調査区外の東側へ と延びて

いる為 ,平面形状は不明である。遺物は覆土中より出上した 2個体の「かわらけ」があり,こ の 2個体≧もに

墨書が施 される。 この墨書はどちらも「かわらけ」の口縁部付近に施 されてお り,ひ とつが漢数字の「二 」,

もうひとつが漢字の「山」と読めるものである。これらの遺物の特徴から,本遺構の帰属年代は中世に含めた。
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第 5項 時期不明の土坑

1号土坑 (写真 23・ 24,第 17図 ,表 -2)

写真 23 1号土坑 全景 西から

L望 1 00m  A A´ 10YR 3/2 黒褐色土  ローム粒少。
10YR 3/3 暗褐色土  ローム粒少。
10YR 3/8 暗褐色上  ローム粒少。
10YR 3/4 暗褐色土  ローム粒少。
10YR 4/3 にぶい黄褐色上 ローム粒多。
10YR 3/2 黒褐色土  ローム粒・ブロンク多。
10YR 4/4 褐色土   ローム粒多。

―
(1/60)

第 17図  1号 土坑実測 図

本遺構は ,調査区の東側に走る既存の市道に沿つた位置か ら検出された。確認 し得た遺構は全容の一部であ

り,遺構の延長は調査区外の東側へ と延びている為 ,遺構本来の平面形状は不明である。確認 し得た遺構の平

面形状は不整な長方形を呈 し ,長軸が 1.20mで ,短軸が 1.18mを 測 り,遺構確認面か ら土坑の底部までの深 さ

は 0.37mで ある。遺構の覆土は褐色土を主体 とする 6層 が互層をなし ,全体的に締ま りは無い。本遺構の覆土

中か らは ,弥生土器の破片 2点 も出土 しているが ,本遺構に伴 うものかは不明である。掘削方法や形状にも帰

属を特定 しうる特徴は認められない。従つて ,本遺構は時期性格共に不明の土坑 として報告する。

与
ヽ↓趣
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第 4章 総 括

第 1節 遺 跡 の 概 観

今回発掘調査を行つた「御前塚古墳群・北浦東遺跡 」は ,御前塚古墳 ,藤塚古墳の大型円墳 2基を盟主と

し,こ れらを取 り巻 く様に築造された ,大型円墳の陪家と考えられる中～小型の円墳 9基 (消滅 したものも含

む )か ら構成 された古墳群 と,縄文時代から近世までの年代幅を持つ集落跡の複合遺跡である。今回の調査に

よつて明らかとなった遺構は ,弥生時代の住居跡 と考えられる竪穴状遺構が 2軒 ,御前塚古墳 ,藤塚古墳 ,7

号墳 ,8号墳の周溝の一部 ,そ して藤塚古墳の周溝底部からは ,副葬品を伴 う小型箱式石棺が 1基 ,中世のも

のと考えられる土坑 1基 ≧時期不明の土坑 1基である。調査区の制約上 ,遺跡の全パ解明には至らなかったが ,

本遺跡では現在まで検出されていなかった弥生時代の遺構 と,古墳群が造営され機能 していた時期の一端を想

定しうる興味深い資料を得る事が出来た。以下は時代を追って纏めた調査成果の検証である。

第 2節 弥 生 時 代

当該遺跡の所在地である旧岩問町おいて ,弥生時代の遺物が確認 されている遺跡は 22箇 所を教 える。 この

うち ,中期の土器が出土 している遺跡は ,1世紀後半頃に帰属すると考えられている「足洗式土器 Jが出土 し

た上郷堂山Ⅱ遺跡 1箇所のみで ,その他 22箇 所の遺跡か ら出土 している土器は全てが後期の所産 と考えられ

るものである。これ ら後期の遺物が主体 となる遺跡が多いのは ,旧岩間町周辺 (岩 問地方 )においても同様で ,

現段階でも周知 されている中期以前の遺跡は少ない。 これ らの事例は ,弥生人が岩間地方に本格的なムラを構

成 し始め ,安定 した集落形成を確立 したのが後期以降か らであった事を推測 しうるものである。 旧町内に所在

する後期の遺跡の中で ,出 土 した土器の形式が判るものでは ,安居地区の塚原 (東平 )遺跡 ,押辺細川遺跡の

2遺跡か ら出土 した ,2世紀後半頃の帰属 とされる大洗町髭経遺跡が標識 ≧なる「髭釜式上器 」や ,福島息栖

神社境内遺跡 ,福島谷原東遺跡 ,塚原遺跡 ,細川遺跡の 4遺跡では ,3世紀前葉の帰属 と考えられている十三

町十王台遺跡の出土土器を標識 とした「十王台式土器 」がある。また ,先述の塚原遺跡や押辺竹 ノ下遺跡では ,

鬼怒川 中～上流域に分布の中心を持つ「二軒屋式土器 Jの影響を強 く受けていると思われる土器の出土もある。

第 18図  旧岩間町内における弥生時代の遺跡分布状況図
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今回の発掘調査によつて検出された弥生時代の帰属 と考えられ る遺構は住居跡が 2軒である。 この 2軒の住

居跡は ,いずれも遺構の一部のみの検出であ り,遺構形状等の全貌は明 らか となっていない。確認 し得た双方

の住居跡では ,柱穴等のピッ ト類の検出は無 く ,2号住居跡で地床炉の痕跡を検出 したに過ぎない。従つて遺

構の特徴か ら本遺構の帰属年代までを特定す る事は不可能である。 しか し,1号住屋跡の覆土中から 10点 ,2

号住居跡の覆土中か ら 1点 ,1号土坑の覆土中か ら 2点の弥生時代後期に比定 しうる土器の破片が出土 してい

る。 この うち ,今回図示 し得た遺物は ,2号住居跡 より出土の土器 1点 と ,時期 ,性格不明 乙して報告 した 1

号土坑か ら出土 した土器 2点の合計 3点である。下図は今回出土 した弥生土器の実測図と写真である。

第 19図  2号住居跡・ 1号土坑 弥生土器実測図 ,写真 24

表-2 2号 住居跡・ 1号土坑出土弥生土器 観察表
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0                         10cm
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第 20図  参考資料「石川 均 1985『免の内台遺跡調査概報 I』 芳賀町の文化財第 10集 栃木県芳賀町教育委員会」
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第 11図 遺構外 出土弥生土器 実 測図 ※ 27～ 39・ 50後期二軒屋式
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0                         1 ocm

上図の通 り,2号住居跡か ら出土

細かな縄文が斜位方向に施 され る。

した実測図 1の土器は ,壷類胴部の破片であると考えられ ,表面全体には

次に 1号土坑 より出土の実測図 2の 上器は壷類の底部であ り ,底面には明
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瞭な木葉痕を観察できる。同 じく 1号土坑 よ り出上の実測図 3は ,実測図 1と 同様に重類胴部の破片であると

思われ ,表面には細かな縄文が斜位方向に施 され る。今回図示 した遺物のみで形式までを言及する事は難 しい

が ,施文の雰囲気は ,後期後半の「十三台式土器 」と併行期にある ,宇都宮市二軒屋遺跡 を標識 とした「二軒

屋式土器 」の影響を少なか らず受けている可能性 を示唆す る事は出来ないだろ うか。出土 した遺物が当該遺構

に伴 うものであるならば ,こ れ らの遺構の帰属年代は後期に比定 され よう。今回掲示 し得た資料は僅かではあ

るが ,当 該地区及び周辺の「弥生時代のムラ 」の全容解明の一助 となれば幸いである。以後の調査成果の充実

に期待 したい。

第 3節 古 墳 時 代 (古 墳 群 )

旧岩間町内には ,大小併せて多数の古墳群の所在が明 らか ≧なっている。その中でも ,今 回発掘調査を行つ

た「御前塚古墳群 」の作,前塚古墳 と藤塚古墳の円墳 2基は ,旧 町内では最も大きな古墳であると考えられてお

り ,築造 された時期 も最古のものであると考 えられている。まずは調査成果の検証に入 る前に ,旧 町内に所在

す る「御前塚古墳群 」を除いた ,主 となる 6箇所の古墳群の性格 についても若千触れておきたい。以下は平成

14年に刊行 された「岩間町史 」をか考 とし ,文章の一部を抜粋 ,引 用 し纏めたものである。

一 二子塚古墳群 ―

本 古墳群は旧町内 ,「 市野谷 」の北側の微高地に所在 してお り ,現在 ,東宝ラン ドと岩間第二小学校に隣接

す る山林 中に 3基の古墳が確認 されている。 1号墳の規模 は ,直径が 25m,高 さが 2mを測 る円墳であると思

われ ,東宝 ラン ドの一角に保存整備 され実在 している。埴輪や土器 の出土は無い。 2号墳 は 1号墳の北側約

600m先 に所在 し ,現在確認 しうる墳丘の規模 は ,直径約 5mで高 さが約 lmで あるが ,も ともと正確 な規模や

形状 が不明な古墳である。 3号墳は 2号墳に隣接す る円墳 と考えられ る古墳で ,墳丘の規模は ,直径が約 25m

を測 り,高 さは約 2mである。この古墳か らも埴輪等の遺物の出土は認 められない。本古墳群の構築時期は不明。

― 下安居古墳群 ―

平回沼川南岸に位置する「下安居地区」に分布す る古墳群で ,現在では 4基の古墳の所在が明 らかとなつている。

1号墳はこの古墳群の最西端に位置 し,土塁の廻 された中世居館跡の北側の山林中に所在 している。古墳の形

状 は 円墳であると思われ ,規模は直径が約 30m,高 さ約 2mを 測 る。埴輪等の遺物の出土は無い。 2号墳 は 1

号墳 か ら僅かに離れ る程度で ,ほぼ隣接 している。現存す る墳丘は直径約 5m,高 さが約 1.5mで あるが ,も ≧

も と正確 な規模や遺物の有無については不明の古墳である。 3号墳は 1号墳の約 500m東側 に位置する古墳で ,

道路 に近接する竹林中に所在 している。 この古墳は円墳であると思われ ,直径約 10m,高 さ約 lmを 測る。

この 古墳か らも埴輪等の遺物の出土は無い。 4号墳 は 3号墳か ら更に約 200m東側 に離れた位置 に所在す る。

古墳 の規模 は ,直径が約 10m,高 さ約 lmを測 り ,形状 は円墳であると思われ る。 この古墳 の周囲か らは埴輪

片が 採集 されている事か ら ,本遺構は埴輪を伴 う時期の古墳であると考えられている。

― 塚原古墳群 ―

下 安居古墳群か ら涸沼川沿いを遡った「上安居地区 」の微高地に分布する古墳群で ,現存す るのは帆立貝式

前方 後 円墳 1基 と円墳 3基であるが ,常磐 自動車道建設に伴 う発掘調査後に消滅 した ,帆立貝式古墳 1基 と通

常の 円墳 1基を併せ ると ,も ともとは 6基か ら構成 され る古墳群であつた。 1号墳は直径が約 20mで高さは約

15mを測 り ,前方部がやや低 くなっている。遺物の出土は認め られない。 2号墳は屋敷内の山林 中に所在 し

てお り ,直径が約 30mで 高 さが約 3mを 測 る。古墳の形状は円墳 と考えられ るもので ,遺物の出土は無い。 3

号墳 は 2号墳に近接 して構築 されてお り,直径約 10mで 高 さは約 lmを測 る。古墳の形状は 2号墳 と同様 に円

- 27 -



墳であると思われ ,こ ちらも遺物等の出土は認められない。 4号墳は 1号墳の約 400m東 南側に位置 し,直径

約 25mで高さは約 4mを測る比較的大きな円墳である。現在の墳頂部には「山倉神社 」が鎮座 してお り,地元

では「天王塚 」の名で呼称 されている。墳丘の周辺からは須恵器甕の破片が採取されてお り,こ れ らはこの古

墳に伴 う遺物であると考えられている。常磐 自動車道建設時に発掘調査を行つた帆立貝式古墳 (1号墳 )は ,

全長約 20mの 規模を持ち ,高 さは約 1.5mを測る。前方部には箱式石棺が設けられてお り,こ の一部 と思われ

る石材も出土している。箱式石棺の長軸は主軸 と平行する。石材以外の遺物の出土は認められない。併せて調

査が行われた円墳 (2号墳 )は ,直径約 24mで高さは約 3mを測る。埋葬施設や埴輪などは確認 されず ,築造

時期や性格等は不明である。塚原古墳群の成立は ,こ れまでに確認 された埴輪片等により,6世紀代に入つて

から造営されたものと考えられている。

― 高巽古墳群 ―

涸沼川の南岸 ,「 土師地区 」の台地上に分布する古墳群で ,高龍神社境内を中心に 7基の古墳から構成 され

ている。 1号墳は直径約 20mで高さ約 3mを測る円墳で ,古墳群の中で最も東側に位置 している。埴輪等の遺

物の出土は認められない。 2号墳は 1号墳の西側に位置 してお り,現在は屋敷内の山林中に箱式石棺の一部

が露出 しているのみで ,本来の古墳の形状と規模は不明である。 3号墳は 2号墳の南側に位置する ,直径が約

20m,高 さが約 2mの 円墳で ,出土遺物等は不明である。 4号墳は神社境内の参道横に位置する円墳で ,規模は

直径が約 20m,高 さは約 2.5mを 測る。出土遺物は確認 されていない。5号墳は4号墳の北側に位置する古墳で ,

規模は直径が約 10m,高 さは約 lmを測る円墳であると思われる。出土遺物は確認 されていない。 6号墳は当

該古墳群の中では最大の規模 を誇る円墳で ,直径が約 25m,高 さは約 3mを測る。埴輪等の遺物の出土は認 め

られない。 7号墳は古墳群の最西端に位置する小規模な円墳で ,直径が約 10mで 高さは約 lmを測る。出土遺

物等に関しては不明である。本古墳群の特徴は ,現況では全てが円墳で構成されている事と,各古墳から1点

の埴輪 (破片 )も確認 されていない事である。

― 花園古墳群 ―

随光寺川の北岸にあたる「花園地区」の台地上に分布する古墳群で ,東西約 200mの範囲内に ,円 墳 19基 と

石棺出土地点 2箇所が所在 している。 1号墳は古墳群の東端に位置 し,個人墓地に近接 した山林中に構築され

ている。規模は直径が約 20mで ,高 さは約 2mを測る。遺物の出土については不明である。 2号墳は 1号墳の

北側に隣接 して所在 し,規模は直径約 15mで高さは約 2mを測る。こちらも遺物の出土については不明である。

3号墳は 2号墳の北西に位置する古墳で ,規模は直径が約 10m,高 さは約 1.5mを測る。出土遺物については不

明である。この古墳の現況は ,墳頂部が大きく削平を受けている。4号墳も墳頂部を大きく削平された古墳で ,

直径は約 20mで 高さは約 3mを測る。遺物の出土については不明である。 5～ 7号墳の 3基の古墳は ,こ の 4

号墳の南側に位置 し,3基 とも直径が約 10mで高さが約 lmの規模である。遺物の出土については不明。 8号

墳は 7号墳の北側に位置する直径約 20mで 高さが約 3mを測る比較的大きな古墳である。遺物の出土について

は不明。 8号墳の西側に所在する 9～ 12号の 4基の古墳は ,いずれの規模も直径が約 10mで高さは約 lmを

測る低墳丘墳である。現況は雑木林となっている為 ,所在の確認には困難を要す。遺物等の出土については不

明である。13～ 14号の 2基の古墳は ,道路脇の山林に所在する古墳で ,いずれも直径が約 10m,高 さは約 lm

を測る低墳丘墳である。遺物の出土については不明。15号墳は個人墓地に隣接 して所在する,直径約 20m,高

さ約 3mを測る ,比較的大きめな古墳である。遺物等の出土に関しては不明である。16号墳は ,現況では耕作

地の中に位置 している事か ら削平を受け ,古墳の状況を留めていない。 しかし,かつてこの古墳からは箱式石

棺が検出され ,こ の中か ら副葬品と考えられる「直刀 」や「勾玉 」が出上 しているとの事。これ らの出土遺物
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は ,現在 ,土浦一校に所蔵 されていると言 う① 17号墳は道路脇の個人墓地内に所在する直径約 20m,高 さ約 2

mを測る古墳である。遺物等の出土に関 しては不明。 18号墳は古墳群の西端に位置 し ,規模は直径が約 10mで

高 さは約 2mを測る。遺物等の出土については不明。19号墳は 18号墳の北側に位置す る,直径約 10m,高 さ約 1.5m

を測 る古墳である。こちらも遺物の出土については不明である。20号墳は古墳が密集する地点の北側に位置 し ,

規模 は直径が約 10mで高 さは約 0.5mを 測 る低墳丘墳である。遺物等の出土については不明。21号墳は古墳群

の最東端に位置 し ,現況は宅地内に箱式石棺の石材 と思われ る板石が積み重ね られている状況であ り,古墳の

状況は留めていない。 しか し ,石材の出土か ら考えると ,こ の地に古墳が所在 していた事は確実であると考え

られ る。遺物等の出土に関 しては不明である。

一 堂山古墳群 ―

本古墳群は花園古墳群の北側に位置す る「堂山地区 」に分布す るもので ,標 高約 100mの 山地に円墳が 2基

と ,そ の東麓に 4基の古墳が点在 している。 1号墳は古墳群の最東端に位置す る古墳で ,直径 は約 10m,高 さ

は約 0.5mを 測 る。が ,近年の竹林開墾 によ り削平を受 けて しまい ,古墳の殆 どが消滅 して しま う。 しか し ,

この開墾中に墳丘の南裾部にあたる場所 よ り箱式石棺が出土 した事か ら ,特異な位置に埋葬施設 を持つ古墳で

ある事が明 らか となる。出土遺物の有無は不明である。 2号墳は 1号墳の西側 に位置 してお り ,現況は栗畑の

中に所在 している。古墳の規模は ,直径が約 10mで ,高 さは約 0.5mを 沢Jる 低墳丘墳である。遺物等の出土に

ついては不明。 3号墳 も栗畑の中に所在す るもので ,現在では古墳の状況を留めていないが ,かつてこの場所

か らは「直刀 Jが 出土 した とされている。古墳の規模 ,形状は不明である。 4号墳は山の東麓に位置する石棺

の出土地点で ,現在 もこの場所に石棺の石材が集 められている。古墳本体はその姿を留めていない。発見当時 ,

この石棺内か らは「直刀 」や「玉類 Jが 出土 した と言 う。詳細は不明。5号墳は標高約 100mの 山中に所在する ,

直径約 15m,高 さ約 1.5mを 測 る円墳であ り,そ の近 くには直径が約 20m,高 さが約 2mを 測る 6号墳が所在する。

この 2基の円墳か らは埴輪を含む遺物の出土は認められない。

以上が旧町内に所在す る 6箇所の古墳群の概略である。記述の通 り ,殆 どの古墳が未調査であ り,採集 され

た遺物 も僅かである事か ら ,現段階では各古墳の性格や造営年代の位置づけを特定す る事は困難 な状況であ

る。今後における ,現地での発掘調査の実現 と ,現地踏査も含めた分布調査による資料の充実によつて ,こ れら

の古墳群の性格が解明されてゆく事を強 く望みたい。

続いて ,今回発掘調査が行われた ,御前塚古墳 ≧藤塚古墳が属す る「御前塚古墳群 Jについて概観する。

一 御前塚古墳群 ―

本古墳群は ,筑波山塊に連なる愛宕 山の東南麓の台地上に所在する。 この古墳群は ,御前塚古墳 と藤塚古墳

の大型 円墳 2基を中心 とし ,宅地開発等で消滅 したものを含めると ,合計古墳 9基以上か ら構成 されていたと

思 われ る。 1号墳 (往l前塚古墳 )は「岩間町公民館 (旧 岩間第一中学校 )Jの敷地内に所在す る ,旧 町内でも

最大規模を誇る円墳である。古墳の規模は直径が約 60m,高 さは約 6.5mを測 り,墳頂部平坦面は直径約 20mで ある。

平成 11年 には ,町史編纂事業に伴い ,墳丘か ら周溝部にかけて ,範囲確認 の 目的で トレンチ調査が実施 され

て い る。 この結果 ,墳丘は 3段築成で ,周溝 の幅員 は約 20mを 測 る事が明 らか とな り,周溝 を含 めた古墳 と

しての全長 (直径 )は約 100mに及ぶ ことが判明 している。 この トレンチ調査の際には多数の埴輪片 も出土 し

てお り ,こ れ らの遺物に関 しては「井 博幸 2006『御前塚古墳・藤塚古墳の埴輪』婆良岐考古第 28号・井 博幸

2007『御前塚古墳出土の埴輪』婆良岐考古第 29号 .婆良岐考古同人会 」に詳 しく纏められている。現段階で

は古墳の主体部は不明であるが ,かつて ,墳丘の南裾部には箱式石棺が露出していたという。本古墳の築造時

期 は ,採集 した埴輪に黒斑が付いていた事から,霞 ヶ浦沿岸に所在する ,県内最大規模の大型古墳である石岡

- 29 -



市「舟塚山古墳 (前方後円墳 ,全長約 186m)」 と同時期に帰属する 5世紀前半であると考えられている。古墳

の現況は ,梅や桜の植栽が施 され ,墳頂部には四阿が設けられ公園化 されている。 2号墳 (藤塚古墳 )は 1号

墳の南側約 80m先 に位置する大型の円墳である。古墳の規模は ,直径が約 55mで ,高 さが約 6.5mを決」り,古

墳の北東側には幅広い周溝の痕跡を見る事が出来る。墳頂の平坦部は直径約 15mを 浪」り,現在この墳頂部には

「藤原藤房 Jを顕彰 した記念碑が建つ。墳丘の遺存状況は良好で ,墳丘斜面は低木や小雀が密集 して 自生する

事により保護 され ,比較的旧態を留めているものと思われる。こちらの古墳も主体部については不明であるが ,

墳丘外の南側の宅地内には ,破壊 された状態の箱式石棺 と ,棺材の一部であつたと考えられる板状の石材が露

出する地点がある。遺物は墳丘南側の参道石段付近 と西側の畑地より埴輪片が採集 されている。これ らの遺物

に関 しても「井 博幸 2006『御前塚古墳・藤塚古墳の埴輪』婆良岐考古第 28号 .婆良岐考古同人会 」で詳 しく

検証 されている。本古墳の築造時期については ,先述の 1号墳 溢前後 して築かれたものと思われるが ,採集 し

た埴輪片から本古墳のほうが若千先行する可能性 も考えられる。 3号墳は 1号墳の西南約 500m先の畑地内に

所在 し,規模は直径が約 15m,高 さは約 1.5mを測る円墳 と思われ ,墳頂部付近には石棺のもの≧考えられる石

材が露出 している。埴輪等の遺物の存在は認められない。 4号墳は 1号墳の西北約 400m先 に所在す る「六所

神社 J境内にある古墳で ,直径約 15m,高 さ約 1.5mを測る円墳であったと思われる。出土遺物等は確認 されて

いない。 5号墳は 1号墳の東側約 500m先 の道路脇に所在す る古墳であるが ,現況は著 しい削平を受けている

為 ,約 0.5mの 高ま りと箱式石棺の石材 4枚が存在するのみで ,本来の規模や形状については不明である。 6

号墳は 1号墳の西側約 100m先 に所在 していた古墳。現在は住宅地となってお り,古墳は消滅 している。宅地

造成時に石棺が出上 している。 7号墳は 2号墳東側に所在するが ,削平により変形 し原形を留めていない。 8

号墳は 7号墳 と並列 し所在する円墳で ,現存する墳丘の直径は約 6mで高さは約 lmを測 り,墳頂部には石塔 ?

の部材が散乱 している。 9号墳は 7号墳の東側に所在 しているが ,墳丘裾部が削平を受けている為変形 してい

る。現況の規模は直径約 15m,高 さは約 2mだが ,本来は直径 20mを超える大型の円墳であった事が想定される。

遺物の出土は無い。

第 21図 御前塚古墳群の分布状況

以上が今回の発掘調査以前までに確認 し得ている「御前塚古墳群 」の概略である。本古墳群においても ,未

調査の古墳が多く ,ま だまだ未解明な部分も多い。今後の古墳群の全容解明に向けた発掘調査の実現 と資料の

蓄積 に期待 したい。次項では今回発掘調査を行つた各古墳ごとに成果を検証 し報告する。
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第 1項 御 前 塚 古 墳 (1号墳 )

今回の市道改良工事に伴 う発掘調査によって ,若子の埴輪片の出土と ,周溝の一部ではあるが ,そ の形状と

幅員が明らかとなった。併せて ,公共座標に乗せた墳丘本体の測量調査も実現 している。これ らの成果を図面

辻写真を多用 しながら検証結果 として報告 したい。下図は今回測量 した墳丘≧周溝の実測図である。

第 22図  平成 19年度実施の御前塚古墳実測図

まずは ,今 回改めて行つた墳丘測量の成果をもとに ,墳丘の最大径について再検証を試みたい。方法は

墳丘の中心部 と考えられる位置を通 した 4つ の軸線上で墳丘の直径を測 り,参考までにその平均値も求めた。

表-3 軸計測値

A軸  59.8m B車由  53.2m C葛打  51.4m D車由  51.lm A～D軸平均値  54.2m

上表の通 り,各軸線上の計測値にはばらつきがあ り,その最大値

は A軸が 59.8mで最小値が D軸の 51.lmで ある。 この事は ,墳丘が

人為的な削平を受けた事による変形が理由であ り,特に最小径 を測

る宅地 と市道に接 した D軸の東側は ,墳丘測量図の等高線を見ても

明確なほど古墳裾部が変形 している。以上の理由により,4つ の軸

の平均値は ,現在まで考えられている最大径「約 60m」 には届かない。

しか し ,永年にわたる風雨等の浸食により,墳丘斜面部及び裾部の

構築土は外方向けてに流れ出 し ,古墳築造彗初 より裾部が広がって

いる事が推測 され るものの ,4本の軸の中で ,最 も旧態に近い状況

を保 つていると思われ る A軸 を基準 ≧して考えた場合 ,今 まで通 り ,

墳丘の最大径は「約 60m」 と考 えても間違いはないものと思われ る。

第 23図  計測軸設定状況図

0                  40m

(1/1500)

続いて ,墳丘を囲b周溝について検証 したい。今回の発掘調査では ,新規に市道を施工する「くの字状 」を

呈 した調査区内にて ,墳丘南側に所在する周溝外郭と周溝底部平坦面の一部を検出している。 しかし,こ の調

査範囲内では周溝内側の立ち上が り部分は検出されず ,周溝の幅員まで確認する事は出来なかつた。
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「岩間町史 」によると ,平成 H年 に行われた町史編纂事業に伴 うトレンチ調査によつて ,本古墳の周溝の

幅は約 20mを測る事が確認 されていると言 う。 しか し,残念ながら今回の発掘調査時には当時の成果を参照す

る事は叶わなかった。そこで ,本来今回の本調査範囲には該当しない箇所ではあるが ,公民館館長である鈴木

利通氏の全面的な協力のもと ,公民館用地の一部に トレンチを設定する事 とし ,改めて本周溝の幅員確認調査

を実施す る運び となった。調査の方法は ,墳丘南側に位置するゲー トボール用グラウン ド (旧 テニスコー ト)

横に ,墳丘 と直交するよう,幅 1.6m,全長 27mの トレンチを設定 し ,ま ずは周溝の確認面までを重機 にて掘削

し,その後人力による精査を行い周溝プランの検出に努める事 とした。下図が トレンチ設定状況図である。

第 24図  1号 トレンチ設定状況図 ※網掛けの入つたトレンチは平成 11年に調査が実施されたものである。

周溝のもの ≧考えられ る覆土は ,現地表面か ら 0.3～ 0.4m下方にて確認 され ,ま ずはこの確認面の精査を

行い ,プ ランを確定 させた。その後 ,さ らに周溝外郭の立ち上が り部 と中央部 ,そ して周溝内側の立ち上が り

部の 3箇所にサブ トレンチを設定 し ,人力による掘削調査を主 として周溝の形状 と深 さの確認 を行つた。

以下の写真 と実測図は ,そ の調査状況の記録である。

筆矛イ「
|‐

写真 25 1号 トレンチ完掘 ,周溝幅員確認状況
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写真 26 1号 トレンチ 調査状況-1

写真 27 刊号 トレンチ 調査状況-2 写真 28 1号 トレンチ 調査状況-3

写真 29 1号 トレンチ 調査状況-4
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写真 31 刊号 トレンチ 調査状況-6 写真 32 1号 トレンチ 調査状況―フ

写真 34 1号 トレンチ 調査状況-9写真 33 1号 トレンチ 調査状況-8

第 25図  1号 トレンチ実測図

×

L=4130m生

1

2

3

4

7 5YR4/4褐 色土

7 5YR4/4褐 色土

7 5YR4/5褐 色土

10YR3/3 暗褐色土

5 10YR3/2 黒褐色土

6 7 5VR4/6褐 色土

7 10YR6/7 明黄掲色土

サブ トレンチ断面図-2

理 型=淵
―

A´  B

0                                            10m

(1/200)

0          1m

―
(1/60)

サブ トレンチ断面図-3

盛 上

― ― ―
― -2-―

~

サブ トレンチ断面図-1
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やかに立ち上がる周溝外郭 と内側両方の立ち上が り部分の状

況 と ,周溝中央部の底面形状を把握する事が出来た。周溝確

認面か ら周溝底面までの深 さは最深部で約 0.6mを測 り,覆

土は暗褐色土を主体 とする自然堆積を成す。また ,周溝の内

側か ら墳丘裾部までの距離は約 3.5mを測る事も判明 した。

先述 したように ,こ の トレンチ調査は ,本調査範囲外にて急

邊行われた確認調査であった為 ,ト レンチ内で検出 した周溝

を全掘するまでには至 らなかった。 しか し,調査結果は周溝

の規模 と形状を把握するには十分な成果をもた らしたと言え

よう。 この成果に基づき ,本周溝が真円に近い環状で墳丘を

以上の通 り,今回設定 した トレンチ調査により得 られた成果を纏めると ,まず ,現地表面か ら周溝の確認面

までの深 さは下方に約 0.3～ 0.4mであ り,こ の位置での周溝の幅員は 16mを測る事が明らか≧なった。そ して ,

トレンチ内に設定 した 3箇所のサブ トレンチによつて , 緩  型
図 墳丘を廻る周溝の推定線― 刊

0   10m             50m                 100m

(1/2000)

廻ると考えれば ,古墳全体の推定最大径は約 104mである。 この数値は ,平成 11年の町史編纂時に行われた ト

レンチ調査の成果により記 された ,「 古墳全体 としては全長約 100mの 大型円墳である。」≧言 う「岩間町史 J

の記述 と等 しく ,大 きな差違は認められない。続いて補足 となるが ,本古墳に隣接する「旧岩間第一中学校 」

のグラン ド造成時には ,墳丘を避 けて約 lm近い表土を削平 した ≧の話 しである。 これを裏付ける痕跡 として

墳丘西側～南側の裾部では明瞭な削平痕を観察する事が出来る。まずは下の写真を参照 して頂きたい。

写真 35 削平状況-1 写真 36 削平状況-2

上の写真の通 り,現況ではグラウン ド面か ら墳丘裾部までの段差は約 0.7m～ 0。 9mを 測る。 この状況から ,

今回の測量成果 と併せて旧地形を想定 した断面図を作成 してみた。

第 27図  御前塚古墳断面図

上図の トーンの部分が ,過去に削平を受けて消滅 した旧地表面の予想復元ラインである。この復元ラインが旧

態に近い状況であるとするならば ,若千の起伏は予想 されるものの ,古墳築造当初の周溝の深 さは ,約 lm前後

I=48 0m

し=45 0m

L=41 0m

造成による切土部分

現地表面
認 した周溝

0                         20m

(1/600)
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であった事が推測できる。そして ,周溝の幅員についても ,今回確認 した外郭と内側立ち上がり部分の傾斜が

そのまま延長するものと考えた場合 ,今回の調査成果よりも若千幅広な約 20mと なり,古墳全体の最大径も約

108mを 測る事 となる。 しかし,こ の検証結果は ,現段階で確認 しうる希薄な状況証拠のみで可能性を想定 し

たものに過ぎない。従つて ,あ くまでも参考までの試みである事を付け加えておく。

続いて ,今回出土した遺物について記述する。今回の発掘調査によつて出土した遺物は ,周溝覆土中より ,

埴輪の破片が 113点 と,表採遺物を含む石器が 3点である。このうち図示 し得たのは ,埴輪の破片が 8点 と石

器が 3点である。下図はその実浪J図 と写真である。 第 28図 , 写真 37 御前塚古墳周溝出土遺物

娃羽
緯穐

冊

・

螢

２

　

　

　

　

　

　

　

　

４

　

　

　

　

　

　

　

６

ハ駄

Ｖ

〔――

口

Ｒ

甲

〔

鯉
悦
悦

曽
屏５

心
饉

日
⑬ 鱒

|

δ
~饉期騒藝 8

⇔

表-4御 前塚古墳周溝覆土出土埴輪・石器 観察表

lH ttlk片 。赤彩が施される。 朴 画 に

`ま

縦 ハ ケ 。 嘲
勲

共
万

佃部破 片。 突 帝 が 附 され る。 宋語 音卜
`ま

ヨコナ テ 。
米 10VRhA

央
ズ

円
吊

朴面 に は縦 ハ ケ。 お

つ

Ж

漁

央
ア

円
吊

朴Dlに は Frtハ ケ。
米 ク vヽRヽ′3

共
示

渕
焔

。突帯が附 され る。 外的 に は縦 ハ ク。 ”
ψ

共
万

出
焔

央希 部 は ヨコナ ア。

姑 輪

央帝 部 は ヨコナ テ。 似
み

央

本

tt輪
〕
曲

- 36 -



第 33図 .写真 41に 掲載 した出土遺物は ,いずれ も本周溝の覆土中より出土 した一括遺物である。遺物

No.1～ 8ま での 8点は埴輪の破片である。このうち No.1・ 4・ 5の遺物は胴部の破片≧考えられ ,外面調整

の縦ハケを顕著に観察する事ができる。そして ,No.1・ 5に は赤彩が施 されていた痕跡があり,No.4では黒

斑の一部も認められる。続いて No.2・ 6・ 7の遺物は ,埴輪の胴部に附された突帯部分の破片であり,No.13

の遺物には赤彩が施 され ,No.4と 同様に黒斑も認められる。No.8も 突帯部分の破片であると思われるが ,

片面にはナデを施 した様な整形面を持つ。No.3は縦ハケが施 される底部の破片である。残る3点の石器は他

遺構からの混入したものと思われ ,本遺構付近にはこの石器が伴 う時代の遺構が所在する可能性が考えられる。

今回出土した埴輪片の突帯の形状や調整方法は中期の埴輪に比定 しうる特徴を有 している。この結果は ,「 井

博幸 2006『御前塚古墳・藤塚古墳の埴輪』婆良岐考古第 28号・井 博幸 2007『 御前塚古墳出土の埴輪』婆良岐

考古第 29号 .婆良岐考古同人会 」にて詳細に検証されているものと等 しい。これ らの遺物が御前塚古墳に伴

うものであるならば ,本古墳の築造年代は ,従来の通 り5世紀前葉段階に帰属すると考えられよう。

最後に ,下図は「井 博幸 2006『御前塚古墳・藤塚古墳の埴輪』婆良岐考古第 28号.婆良岐考古同人会 」か

ら抜粋 した「第 4図 御前塚古墳採集埴輪」である。今回出土した埴輪片との比較資料 として掲載させて頂いた。

第 29図  抜粋資料 「井 博幸 2006『御前塚古墳・藤塚吉墳の埴輪』婆良岐考古第 28号 第 4図 御前塚古墳採集埴輪」
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第 4図 御前塚古墳採集埴輪 (ト ーンは赤彩を示す)
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第 2項 藤 塚 古 墳 (2号 墳 )

今回の発掘調査によつて明 らかとなった遺構は ,本古墳の周溝の一部 と ,周溝底部より検出された小型箱式

石棺が 1基のみである。遺物の出土は ,周溝の覆土中では 1点 も確認する事が出来なかったが ,周溝底部に構

築 された箱式石棺の中か らは ,滑石製の日玉が 269点 と ,同 じく滑石製の勾玉が 1点 ,そ して遺存状況の良い

完形の上師器不が 2点 出土 している。まずは確認 し得た周溝の形状 と規模について考えてみる。

今回検出す る事が出来たのは ,墳丘の約 18m北側に位置する周溝底面 とその外郭の一部である。 この周溝の

底面はほぼ平坦で ,北側で検出した外郭端部に向けて緩やかに立ち上がってゆく。そ してこの外郭端部 と ,隣

接す る御前塚古墳の周溝外郭端部の距離は ,僅か 5mし か離れていなかった事も判明 した。 この周溝外郭端都

から墳丘の中心部までの距離を基準 として考えた場合 ,周溝が真円に近い環状で墳丘を廻るもの≧すれば ,本

古墳全体の最大径は約 88mで ある。周溝の幅員については ,今回の調査では周溝の内側立ち上が り部分を検出

する事が出来なかつた為不明である。 しか し,本古墳の築造時期が隣接する御前塚古墳 と近いものであ り,構

造も近似 していた≧想定するならば ,今回の トレンチ調査に拠って明らかとなった御前塚古墳の数値をそのま

ま当て嵌めて ,周溝の幅員は約 16mで あった と推決Jす る事も出来よう。また ,こ の推浪Iし た数値が正 しいもの

であると仮定 した場合 ,今回発見 された小型箱式石棺は ,周溝のほぼ中央部に位置 していた事になる。

第 30図 墳丘を廻る周溝の推定線-2

この藤塚古墳の規模にする関連文献の記述には ,御前塚古墳とほぼ同じ大きさの円墳であり,墳丘の直径は

約 56mを測ると記されているものがあるが ,今回 ,都市計画図と航空写真を参考にして導き出した数値では ,

墳丘の最大径は約 40mで あり,現在まで考えられている墳丘の直径よリー回り以上小さくなる。 しかし,今回

の成果をもとに示 した ,周溝を含めた古墳全体の推定最大径が約 88mと 言 う数値を見る限り,御前塚古墳より

僅かに小規模 とみなされている記述は大きく違 うものではない。本古墳の墳丘部分は本調査範囲外であり,一

部民有地であるとい う制約から,今回は測量調査を行 う事が出来なかった。この為 ,上記浪J量データは任意の

ものであり,公共座標に乗せた正規のものではない。まずは ,本格的な測量調査によって ,本古墳の形状と規

模を正確に把握する事が必要である辻考える。これ らを今後の課題 として提案 したい。

小型箱式石棺
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次に ,本古墳墳頂に鎮座する「藤原藤房卿 Jの記念碑について若千であるが触れておきたい。

この「藤原藤房 (ふ じわらのふじふさ)」 は,藤原宣房の子であり,推定1295年生～没年不詳 と考えられている。

当時の藤房の身分は ,鎌倉幕府を討滅 し天皇親政を始めた (建武の新政 )後醍醐天皇側近の公卿で ,中納言・

正三位。まさに当時の政権の中枢にあった人物であつたとされている。 しかし,後醍醐天皇が行つた行賞の不

公平に批判的であつた事から,役職を辞 して京都の岩倉に籠居 し,そ の後出家 した≧言われている。

この記念碑が彗地に建てられた経緯の概略は ,現在は廃寺となってしまった「光西寺 」より,藤房卿の法名で

ある「無等良雄 (む とうりょうゆう)Jと 刻まれた墓碑が発見された事が契機となり,高貴な俗名である「藤原藤

房」の名も別の石碑に刻まれ,光西寺の神塚≧崇められていた「藤塚」に記念碑として建てられたと言われている。

昔は藤房卿の命 日とされる 10月 10日 には 「藤原様のお余 り」が行われ ,賑わいを見せていたとの事である。

この「藤原藤房卿 Jの墓碑や記念碑の類は全国各所に点在 している。これ らの多くは ,江戸時代の南朝正統

論の高まりの中から生まれた伝説により遺されたものだ≧も考えられているが ,その真相については不明である。

写真 38 参道から記念碑を望む 写真 39 記念碑近景

続いて ,周溝底面から発見された小型箱式石棺について記述したい。

下の写真は ,小型箱式石棺が埋納されていた掘 り方の確認状況である。

写真 40 掘り方プラン検出状況
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本文中でも触れているが ,木遺構の至近には ド水の浸透桝が設置されてお り ,そ の施工時の影響からか ,造

構確認面付近には工業用の人工砕イ「が散り,一見このプランも現代の攪乱であるかの様 lNHを 呈 していた。

しか し,周溝完抑1後 に行った精緻な精査によって ,本造構の覆上中から小型箱式イ「棺の蓋石が検出されたのである。

以 ドはその「ll査 の進捗状況に併せて随時撮影 した記傑写真を掲載 したものである。

写真 41 調査状況-1 写真 42 調査状況-2

こなユ簾

1亀:.■ _
写真 44 調査状況-4 写真 45

■lifイ
:世 ・

・

調査状況-5

写真 43 調査状況-3



写真 46 調査状況-6 写真 47 調査状況-7

写真 48 調査状況-8 写真 49 調査状況-9

写真 50 調査状況-10
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以上が調査状況の順を追って撮影 した記録写真である。まずは本石棺に用いられている石材であるが ,箱式

石棺を構成する ,大小併せて 36個 体を数える石材全ての特徴は ,化学分析を行つていない為 ,産地の明言こ

そ避けるが ,筑波系の雲母変成岩 と似る黒灰色を呈した雲母変成岩である。本箱式石棺は ,これらの石材が適

所に組み合わされ構築されていた。以下は本箱式石棺の規模 と構造及び調査方法についての解説である。

この小型箱式石棺の構造を大きく提えると,長辺の側壁 2枚 ,短辺の側壁 2枚 ,蓋石 1枚の合計 5枚の石材

により構成された単純な構造である事が分かる。また ,これ らの部材はいずれも重厚な単体の板状であり,こ

れまで茨城県内で行われている発掘調査でも多数の検出例がある ,各部材に複数の小型石材を組み合わせて構

築された小型箱式石棺 とは明らかに異なる構造を有している。まずは石棺を埋納する為に掘削されたと考えら

れる掘 り方についてだが,こ の掘 り方の平面形状は不整な楕円形を呈し,長軸寸法は 1.73mで短軸寸法は 1.05m

を測る。そして ,今回確認 し得た ,掘 り方の確認面から底面までの深さは約 0.45mで ある。石棺の蓋石は ,こ

の掘 り方の確認面下約 5 clllに て姿を現す事 となる。蓋石の寸法は ,全長が 1.19m,最 大幅は 0.61mで最小幅は

0.21mを測 り,厚 さは約 12 clllで ある。そしてその重量は 106Kgと 少数の人員で移動するには困難なほど重い。

蓋石の平面形状は ,西洋の棺の形状と似る撥形を呈している。調査方法としては ,蓋石検出状況での写真撮影

及び微細実測の後 ,蓋石本体とその蓋石に組み付けられていた石材 3枚を全て取 り上げた。この際 ,蓋石と各

側壁 ,及び蓋石に組み付けられている石材の隙間にはしつかりと粘土が充填されてお り,石材同士が固着 して

いる事が判明した。この状況は ,本石棺が後世の人々の手にかかる事無く,今回の発掘調査が行われるまでの

間 ,密閉されたままの状態を無持 していたと考えても問題は無いであろう。次に ,蓋石を取 り外 した石棺内部

の状況であるが ,現況は粘性も締まりも無い ,サ ラサラとした細かなにぶい黄褐色土が一面を覆っていた。こ

のにぶい黄褐色土は ,状況から判断すれば ,永年による雨水の浸食により土砂が流れ込んで堆積 したものと考

えられる。この覆土の調査方法は,ま ずは長軸で半裁 して堆積状況を把握する事とし,慎重に掘削した覆土は ,

上～下層の 3層 に分け ,現場にて精査を行つた後 ,整理作業事務所にて再精査を試みるべく,覆土の全量を土

嚢袋に詰め持ち帰る事とした。蓋石取 り外 し後の石棺側壁の配置状況は ,平面形状は若千歪ではあるものの ,

ほぼ長方形を呈してお り,長辺の側壁を短辺の側壁が止めるように配置されている。そして ,石棺内部の底面

には ,不整に欠けた約 30枚の石材が敷き詰められている。石棺を構成する為に組まれたこの側壁の平面規模

は ,最大長が 1.Omで最大幅が 0,4mを測る。断面形状では ,側壁の頂都から石材が敷き詰められている石棺底

部までの深さは概ね 0.3mであるが ,各側壁は ,更 に地山を約 10 clll下 方まで掘 り込んで埋設 されている。また ,

箱式石棺の内法寸法は ,長辺が 0.8mで短辺が 0。 2mを 測る長方形を呈している。次頁でこの小型箱式石棺を構

成する石材を纏めた写真図版を掲載しているので参照して頂きたい。

写真 51 調査状況-11 写真 52 調査状況-12

4f ri・・ t｀   |
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写真 53 箱式石棺を構成する石材-1
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第 31図 石材番号参照図

写真 54 箱式石棺を構成する石材-2
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写真掲載した各部材は ,今後における復元展示等の活用に備え ,発見時の状況を極力忠実に再現出来るよ

う,遺物番号と微細実測図 ,及び解体時に随時撮影した記録写真にて管理している。

写真 55 調査状況-13 写真 56 調査状況-14

第 32図 小型箱式石棺の微細実測図―呵
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第 33図  小型箱式石棺の微細実測図-2

以上が今回の解体調査によつて明らか≧なった ,小型箱式石棺の構造等に関する成果である。この成果をも

とに私見を述べれば,こ の石棺内部の内法寸法は ,長辺が約 80 cmで 短辺が約 20 clllと 狭いものである。従つて ,

本石棺が遺体を安置する目的で構築されたものであるならば ,構造的に幼児～成人を埋葬する事は物理的に難

しいであろう。そ うなると,こ の石棺内に無理なく安置されていたと思われる遺体は ,新生児～乳児であつた

可能性が高いものと考える。7世紀中葉以降に増加傾向を辿る ,改葬の可能性についても否定はできないが ,

本古墳の推定築造時期から考えれば ,そ の可能性は低いものと思われる。また ,茨城県内で発掘調査が行われ

た古墳では ,副葬品のみを埋納する為に構築されたと考えられている小型箱式石棺も検出されているが ,本石

棺もその用途で構築されたものだとすれば ,こ こまで重厚な石材を用いて石棺を構築する必要があつたのかど

うかについて疑間が残る。最後に ,出 土した遺物について報告する。今回の小型箱式石棺の解体調査によつて

得られた遺物は ,滑石製模造品の「臼玉 」が 269点 と「勾玉 」が 1点 ,そ して ,遺存状況の良い ,完形の土師器

不が 2′点である。これら全てが石棺内部からの出土である。また ,石棺内部では遺骸は認められなかつた。

まずは次頁の出土遺物実測図及び遺物写真図版を参照して頂きたい。
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第 34図 ,写真 57,表 -6 滑石製模造品 (臼 玉)(1) ※単位は「径・孔径・厚」が cmで 「重」が gで ある。
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第 35図 ,写真 58,表 -7 滑石製模造品 (日玉)(2)
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第 36図 ,写真 59,表 -8 滑石製模造品 (臼玉)(3)
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第 37図 ,写真 60,表 -9 滑石製模造品 (臼玉)(4)
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第 38図 ,写真 61,表 -10 滑石製模造品 (臼玉)(5)
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第 39図 ,写真 62,表 -11 滑石製模造品 (臼玉)(6)
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第 40図 ,写真 63,表 -12 滑石製模造品 (臼玉・勾玉)(7)・ 土師器 lTh

0                                        10cm

(1/2)

表 -12 石棺内出土土師器 観察表
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以上が石棺内部から出土 した遺物の全てである。まず ,図示 した臼玉であるが ,こ れ らは覆土中と底面に

敷き詰められた石材の下から出土しているもので ,No.1～ 19が底面石材下で ,No.20～ 27が 覆上の中～低層

で ,No.73～ 269が箭いにかけた覆土中より出土したものである。日玉の平面形状は ,概ね直径約 0.50 clllを 測

る円形を呈し,孔径についても約 0.18 clll≧ ほぼ均一である。厚みに関しては約 0.38 clll～ 0.08 clllの 幅で個体

差が認められる。一般的に ,古い時期の日玉は ,あ る程度の厚みを持ち ,胴部が若千膨 らむ「樽形 」を呈すも

のが多いとされ ,新 しい時期の日玉では ,薄 くシャープな造 りが特徴とされている。今回図示 した 269点 の日

玉では ,個体別に観察すると,上記 ,両方の特徴が見受けられる為 ,こ の資料で製作年代の新旧を特定する事

は難 しい。続いて ,同 じく石棺内部より出土した滑石製模造品の「勾玉 」だが ,出上位置は後述する出土遺物

の上師器杯下側からである。こちらはやや大振 りで ,造 りも若千粗雑である。形状は板状であり,古い時期に

多く見られる ,丸みを帯びた丁寧な造 り込みの勾玉では無い事から,製作年代は新 しい時期に帰属する可能性

が考えられる。最後に滑石製模造品全体について触れておくが ,関東地方における滑石石材は ,北武蔵の三波川

変成帯と福島県から茨城県にかけて広がる日立変成帯から採取する事が出来る。 しかし,多 くのものは三波川変

成帯のものである≧考えられている。滑石製模造品は ,中期の特徴的な遺物であり,早い時期では前期でも確認

されてはいるが ,中期に最も普及し,後期に近づくにつれ序々にその数を減らし,後期には姿を消して行く遺物

である。続いて ,同 じく石棺内部から出土した土師器杯を観察する。まずは No。 1の上師器郭であるが ,底部は

丸底を呈し,体部は内湾しながら口縁に至り,口 縁部はやや内径する。そして ,内面には放射線状に広がる箆 ミ

ガキが見られ ,内外面ともに赤彩が施されている。また ,内面には「十 」若 しくは「×」と見える線刻も有す。

次に No.2の土師器杯は ,底部は丸底で体部は内湾 しながら口縁に至 り,口 縁部は直立する。外面は粗く箆ケズ

リが施され ,内面は箆ナデされるが ,整形時に刻まれたと思われる線状の擦痕が多数認められる。

これ ら2点の土師器郭の帰属年代は ,器形特徴を踏まえ年代観を与える≧,5世紀末～ 6世紀前半段階に比定

しうるものではなかろうか。上記 ,全ての遺物についての検証結果が正 しいものとして考えた場合 ,こ の小型

箱式石棺の構築時期は中期末～後期前秦 ≧言 う事になる。そうなれば ,藤塚古墳が築造されたと考えられてい

る ,推定 5世紀前葉段階からは ,最大で約 1世紀ほどの時間差の後 ,本石棺が構築された事になる。

「川崎純徳『茨城の装飾古墳』1982」 では「追葬を想定する場合には・・・・半世紀近い時間のズレを考慮 し

ないわけにはいかないであろう」との一文が記されているが ,今回の結果は,ほぼその倍にあたる時間差である。

今回の発掘調査では ,帰属年代を特定しうる須恵器等の供伴遺物も無く,調査範囲も周溝の一部のみであつ

た事から,遺構の全貌についても未解明な部分が多い。従って ,現段階ではこれ以上の検証を試みる事は難 し

い。今後における調査・研究成果の充実を待ち再検討 してみたい。

第 3項  7号 墳 ・ 8号 墳

写真64 フ号墳全景 写真 65 8号墳全景
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今回の本調査範囲では ,7・ 8号墳の周溝の一部のと考えられる遺構が検出されている。まずは 7号墳から

説明するが ,こ の古墳は ,御前塚古墳 と藤塚古墳の陪家であると考えられているもので ,本古墳の現況は ,旧

態は円墳であったと思われるが ,後世の削平によつて墳丘の形状が大きく変わってしまつているとものと思わ

れる。特に墳丘西側での損傷が激 しく,現在確認 し得る平面形状は不整な楕円形である。今回の発掘調査では ,

墳丘部分は調査範囲から外れていた為 ,構造解明に繁がる調査を施す事は出来なかった。検出した周溝と思わ

れる溝の幅は約 2.Omを測 り,こ の溝の外郭から,現状で墳丘の中心部であつたと考えられる位置までの距離

を基準として円を描けば ,こ の円墳全体の最大径は 24mで ある。また ,こ の円墳の位置は ,前項で検証した藤

塚古墳の推定周溝範囲内である。この推定範囲が正しいものであるならば ,本古墳の築造年代は藤塚古墳より

も新 しいものと言えよう。本古墳からは遺物の出土は無く,石棺等の埋葬施設も認められない為 ,現段階では

これ以上の検証は行えない。以後の調査等による成果の蓄積を待ち ,改めて検討 してみたい。

第 41図  7・ 8号墳 現況平面図及び周溝推定線

続いて 8号墳であるが ,こ ちらも7号墳 と同じく,隣接する御前塚古墳と藤塚古墳の陪家であると考えられ

ているものである。この古墳も旧態は円墳であつたと思われるが ,現況は墳丘の削平が著 しく,僅かな高まり

を確認する事 しか出来ない。今回の調査によつて検出された遺構は ,こ の古墳の周溝と考えられるものである

が ,調査区の制約上 ,確認 し得たのは ,そ の外郭と考えられる一部のみである。この外郭から,墳丘の中心部

であったと考えられる位置までの距離を基準として円を描いた場合 ,本古墳全体の最大径は 16mを測る。この

円墳は ,先述の 7号墳とは違い ,藤塚古墳の周溝推定線 ≧は近接 しているものの ,そ の範囲の外側に位置して

いる。出土遺物や埋葬施設の痕跡は認められない。左記の通 り,こ の古墳に伴 う資料が殆 どない為 ,築造年代

等の検証は現段階では不可能である。現在 ,こ の円墳の墳丘には「石塔 」の都材が散乱 しているが ,これらは

この古墳に伴 うものではなく,近世以降の所産と考えられる新 しいものである。

以上が今回の発掘調査成果に基づいて行つた ,御前塚古墳 ,藤塚古墳 ,7号墳 ,8号墳の検証結果である。

本文中でも示唆 した通 り,現段階では「御前塚古墳群 」に関する調査成果や参考資料は少ない。 しかし,今回

の発掘調査によつて得られた成果は ,こ れら古墳の未解明であつた部分の一端を埋める役割を果たせたのでは

なかろうか。今後に於ける調査・研究の進展によつて ,更なる「御前塚古墳群 」の全貌が解明されてゆく事に
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第 4項  中 世 の 上 坑 (2号 土 坑 )

本遺構は ,前項で検証した 7号墳の周溝内より検出された土坑である。しかし,そ の遺構の殆どは調査区外

へと延びており,平面形状については不明である。この僅かに確認し得た遺構覆土からは,2個体の塁書が施

された「かわらけ」が出土している。下図はその「かわらけ」の実測図と写真図版である。

第42図  2号土坑出土遺物 (かわらけ),写真 66

0                                     10Cm

(1/2)

表-14 2号土坑出土かわらけ 観察表

らけ 縣猛恐蔀イ、B襦多恥 挨ゝ程笹線的に一帥鞭櫛脚一
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ら 蔀唐盗錦イfを侯ε織 挨ゝ任七線的に ナデ。 外 75YR6μ 石  少 「二Jの 塁

上図の通 り,こ の「かわらけ」2点の器形は比較的大ぶ りで ,双方とも底径は狭く,体部は底都から「逆ハの

字 」状に開き口縁に至る。体部は乾櫨整形で ,底面には糸切 り痕が認められる。そして ,No.1の 遺物には「山」

と読める墨書が ,No.2の 遺物には漢数字の「二 」≧読める墨書が施されている。これら2点の「かわらけ」の器

形特徴は ,「 宇留野主税 2005「 史跡真壁城本丸出土資料の再検討 」『Archaco clio』 第 5号 東京学芸大学 」で試

みられている編年に併せれば ,「 Ⅱ―A型式 」に分類されているものとほぼ等 しい。この編年を援用 して年代観

を与えるならば ,本遺物は 15世紀後半に帰属するものと考えられる。古墳域は中世でも聖地として認識されて

いたようで ,古墳を再利用して中世墓が造られるケースも少なくない。また ,中世の遺跡では ,「 かわらけ」2

枚を「合わせ口」にして埋納 した遺構も確認されており,こ れらは呪術的な所産であると考えられている。今回

の資料がどのような状況であつたかまでを言及するには至らないが ,塁書土器と言 う性格を鑑みると,何 らかの

呪術的行為を指摘する事も出来よう。本遺構が検出された位置が古墳に至近の距離である事を踏まえて考えた場

合 ,現段階では明らかとはなつていないが ,当該地にも中世墓が存在し,今回検出したこの土坑も,その「墓 」に

係わる何 らかの呪術的な役割を果た していたと想定しても無理は生 じないと思われる。上記の古墳域に造 ら

れる中世墓については「斎藤 弘 1999「 中世墓における古墳の再利用 」『HOMINIDS』 第 2号 」に詳 しい。
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以上が今回の発掘調査によって発見された、全ての遺構と遺物に関する検証の結果である。

検証とは言つても、事実記載が中心となり、十分な考察が成 されていない事は否めない事実である。従って、

不完全で解釈 しづらい部分も多々見受けられると思 うが、今回の発掘調査に拠って得 られた 1次資料の提供に

は ,努めて留意 したつもりである。今回提示 したこれらの成果が、以後の研究の一助 となり、地域の歴史文化

の解明に寄与することが出来れば幸いである。末筆になるが、本書を執筆するにあたり、多数の諸機関、諸氏

より多大な尽力と御教示を賜っている。ここに記 して深く感謝の意を表 したい。

一参考・51用 文献一覧一

・岩間町町史編さん委員会 2002『岩間町史』岩間町・

・文化財を後世に引き継ぐ実行委員会 2005『 いわまの伝え話』岩間町教育委員会

・黒澤彰哉 海老澤稔 川口武彦 渥美賢吾 2001「 東平遺跡発掘調査報告書―推定安侯駅家跡―」岩間町教育委員会

・明治大学 2001「 三味塚古墳第 3次発掘調査報告書J玉造町遺跡調査会・玉造町教育委員会

・河野辰男 河野道義 1990「 中平遺跡 」中平遺跡発掘調査会

・井 博幸 2006「 御前塚古墳 藤塚古墳の埴輪 J『婆良岐考古第 28号』婆良岐考古同人会

・井 博キ 2007「 御前塚古墳出上の埴輪 J『 婆良岐考古第 29号』婆良岐考古同人会

・小澤重雄 2007「 ノト型の埋葬施設について」『「 菟 玖 波 J 一河合正一・齋藤弘道・佐藤正好先生還暦記念論集―』

川井・齋藤・佐藤先生遠暦記念事業実行委員会

・石橋 充 1995「 常総地域における片岩使用の埋葬施設について J『筑波大学先史学考古学研究』第 6号別刷 筑波大学歴史・人類学系

・斎藤 弘 1999「 中世墓における古墳の再利用 J『 HOMINIDS』 第 2号 CRA

・加藤貴之 2004「 高岡道跡群の再検討 ―古代官術と集落のはざま 」『研究紀要 4』 (財 )印 艤郡市文化財センター

・宇留野主税 2005「 史跡真壁城本丸出土資料の再検討 」『Archeao clio』 第 5号東京学芸大学

・川崎純徳 1982『茨城の装飾古墳』新風土記社・和 国男 1975『古墳の設計』(株 )築地書館

。新野直吉 1981「 国造と県主 (改訂増補版 )」 『 日本歴史新書』至文堂

・石川 均 1985「 免の台造跡調査概報 IJ『方賀町の文化財第 10集』栃木県教育委員会

例

1

2

3

第 2図 は,笠間市役所発行 1/25,000「 笠間市全図」を使用 した。

第 3図 は ,(1日 )岩間町発行 1/2,500「岩間町都市計画図」を使用 した。

実測図・遺物観察表等で使用 した記号・網掛けは次のとおりである。

遺構 住居跡―住 土坑―土 溝跡―溝 柱穴・ピットーP 撹乱一K 炉―匡日 遺物 赤彩―匡日

実測図の縮尺は各図面に記 した。

土層観察と遺物における色調の判定は,『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人 日本色彩研究

所監修)を使用 した。

6 遺物観察表中の法量は ,<>内 の数値は現存値を,( )内 の数値は推定値を示 した。計測値の単位は,cm,gで示 した。

40.00m

1 10YR5/3に ぶい黄褐色ローム

鹿沼土ブロックを少量含む。

2 10YR4/4褐 色ローム

3 10YR5/4に ぶい黄褐色ローム

4 10YR5/6黄褐色ローム

5 10YR5/6黄 褐色ローム

6 10YR6/6明 黄掲色ローム

４

　

５

層

39 50m

(1/30)
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市町村 遺跡番号

調査原因

御前塚古墳群

北浦東遺跡

茨城県 笠間市 泉

宇北浦

1956-11まか

08216 105

で
ノ

ン

ば

Ｊ

γ

４

　
１

　
１

20071217

20080104

約 540

市道改良

工事に伴

う

事前調査

所 収 遺 跡 名 不壷リヂJ 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

集落跡

古墳
周溝

小型箱式石棺

条

基

４

１

埴輪・土師器 (郭),
石製品 (勾玉・臼玉)

綱輌塚百墳祥

北浦東遺跡

弥生 竪穴住居跡  2軒 弥生土器

中世 土坑    1基 土器 (かわらけ)

時期不明 土坑 1基 弥生土器

約要

今回の発掘調査によつて検出された遺構は,弥生時代後期のものと考えられる竪穴住居跡が

2転 各古墳の周溝の一部僻「前塚古墳・藤塚古墳・7号墳・8号慟 ,並びに,藤塚古墳の周溝底

面から検出した小型箱式肩棺 (墓)が 1基,7号墳周溝内より検出された中世の所産であると考

えられる土坑が 1基,時期,用途不明の土坑が 1基である。今回の本調査範囲は市道改良工事を

施行する鍵の手状に延びる限られた狭い範囲であつた為,各遺構の全容を把握するには至って

いない。しかし,本調査範囲外ではあつたが,公民館のJ享意により,ゲー トボール場として機能

しているグランド横にもトレンチを設定し調査を実施する事が叶つた。この結果,御前塚古墳の

周溝の幅員と遺構確認面からの深度が明らかとなつている。今回出土した主な遺物は,7号墳周

溝横より検出した弥生時代後期の帰属と考えられる住居跡からは弥生土器片が3点と,藤塚古

墳の周溝底面に構築された小型箱式石棺内からは完形の上師器郷 2点,滑石製の勾玉 1点,及び

臼玉 269点である。また 7号墳周溝内より検出の中世の帰属と考えられる2号土坑内からは墨

書が施された「かわらけ」が 2個体出上している。

出土遺物及び図面等の取扱いについて

項 目 内 容

水  洗  い 。出土遺物全てについて行った。

注 記 ・手書きにて行つた。 例)071218ゴゼンツカ SKC12 1の ように注記した。

復 一万 ・接合は必要に応じて最小限行つた。

実 沢J ・遺物実測図は報告書記載分についてのみヤ旬戎した。

帳 ・遺物台帳,図面台帳,写真台帳があり,検索が可能なように作成している。

出土遺物収納

状況

。出土遺物については,報告書使用と未使用に分け,遺物収納箱に収めた。各箱には収納内

容を明記している。なお,未使用分については種別毎に分類,収納してある。
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